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ごあいさつ

京都は，世界に誇る数多くの歴史遺産に恵まれた大都市であります。市

内の埋蔵文化財包蔵地には，年代ごとに幾層にもわたり積み重ねられ，歴

史の重みをもつ遺跡が数多く存在致します。

このような埋蔵文化財は，我が国の歴史や文化の成り立ちを知ることが

できる国民共有の貴重な財産であり，将来にわたって保存すべきものであ

ります。

近年，埋蔵文化財包蔵地内における土木工事等による開発行為は，これ

ら埋蔵文化財保護に少なからず影響を及ぼしており，先人が残した埋蔵文

化財を引き継いだ私達は，その保存と開発との調整を適切に行い，これを

後世に伝承していく責務があると考えております。

本報告書は，平成10年度に本市が文化庁の国庫補助を得て実施した埋蔵

文化財調査の結果をまとめた概要報告書であります。調査のうち，試掘調

査は京都市埋蔵文化財調査センターカざ実施し，発掘調査及び立会調査は，

財団法人京都市埋蔵文化財研究所へ委託し実施したものであります。

結びに，今年度の各調査の実施に当たりまして，御理解と御協力を賜り

ました市民の皆様をはじめ，御指導と御助言を賜りました関係機関の皆様

に深く感謝申し上げますとともに，本報告書が京都の歴史を知るための一

助として，お役に立てていただければ幸いに存じます。

平成11年3月

京都市文化市民局長

坪倉讓



例 ‐言
口

1本書は京都市文化市民局が財団法人京都市埋蔵文化財研究所へ委託して実施した、文化庁国

庫補助事業に伴う平成10年度の京都市内遺跡立会調査概要報告書である。

2本書の編集は加納敬二を中心とし、清藤玲子、近藤章子、菅田薫、能芝勉、端美和子、

尾藤徳行、丸川義広、吉本健吾、竜子正彦が調整・作成実務を担当した。

3各報告の執筆者はそれぞれの文末に記した。

4写真撮影は村井伸也と幸明綾子が担当し、遺跡の一部は調査担当者が行った。

5遺物復原・彩色は村上勉、出水みゆき力ざ担当した。

6本書で用いた土壌色名は、農林水産省農林水産技術会議事務局監修の『新版標準土色帖』に

準じた。

7本書に使用した遺構の略記号は、奈良国立文化財研究所の用例に従った。

8個々の調査地での計測値は、宅地の場合は仮の「水準点」を±Omとし、道路の場合には現

行道路面を地表面（±0m)としている。なお、本書中で使用している方位および座標の数

値は、平面直角座標系Ⅵにより、標高はT.P.(東京湾平均海面高度）による。その際の測量

基準点は京都市遺跡発掘調査基準点を使用し、調査地における測量基準点の設置は辻純一、

宮原健吾が行った。

9調査一覧表では各時代の「時代」は省略しており、調査日については簡略に記しているもの

もある。遺跡名は平安宮・京跡については、官衙・条坊を優先した。

10なお、本書を作成するにあたっては、岡泰正・佐藤昌憲・北野信彦の各氏に御教示いただ

いた。記して謝意を表したい。

11本書で使用した地図は京都市長の承認を得て同市発行の都市計画基本図（縮尺:1/2,500)を

複製して調整したものである。

都市計画基本図は、縮尺を調整して以下のものを使用した。

平安宮・京跡図版1～138,000分の1(船岡山、衣笠山、花園、聚楽廻、御所、山ノ内、

壬生、三条大橋、西京極、島原、五条大橋、中河原、梅小路、京都駅）

その他の遺跡図版14～2810,000分の1(鞍馬、梶取、村松、岩倉、西賀茂、幡枝、三宅

八幡、麿峯、衣笠山、船岡山、相国寺、田中、大覚寺、鳴滝、花園、聚楽廻、

御所、吉田、嵐山、太秦、山ノ内、岡崎、五条大橋、清水寺、安祥寺、桂、

京都駅、今熊野、山科、小山、中山、川島、吉祥院、上烏羽、勧進橋、稲荷

山、勧修寺、行者ヶ森、大原野、石見、寺戸、久世、城南宮、竹田、醍醐、

高塚山、粟生、向日町、久我、下烏羽、丹波橋、石田、長岡、羽束師、横大

路、中書島、納所、向島）
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I調査概要

（財)京都市埋蔵文化財研究所では京都市内の遺跡に該当する建築物の基礎工事や上下水道、ガ

ス、電気、電話などの埋設工事を対象にした立会調査を、研究所が発足した1976年以来、文化庁

国庫補助事業として継続して実施している。本書では平成10年度概要報告として、1998年1月6

日から3月31日までの1997年度と、同年4月1日から12月28日までの1998年度の調査成果を合わ

せて報告する。調査件数は1997年度が129件、1998年度が311件、調査総件数は440件であった。

市内を便宜的に11に地区分けした各地区の調査件数は下表のとおりである。

地区 97年度l～3月 98年度4~12月 小計 地区 97"l～3月 98年度4~12月 小計

平安宮(HQ) 17 51 68 南・桂地区(MK) 0 9 9

平安京左京(HL) 35 93 128 洛東地区(RT) 25 28 53

平安京右京(HR) 16 55 71 烏羽地区(TB) 8 15 23

洛北地区(RH) 8 15 23 伏見地区(FD) 9 18 27

太秦地区(UZ) 0 11 11 長岡京地区(NG) 4 4 8

北白川地区(KS) 7 12 19 計 129 311 440

本書では遺構・遺物の残存良好な調査の中から11件については概要報告を行い、その他は調査

一覧表としてまとめた。以下、地区別に本年度の成果を概観してみる。

平安宮(HQ)宮域では太政官跡(97HQ406)の概要を報告する。朝堂院(97HQ409)では現

代層直下で地山を切込む平安時代後期から末期の落込を検出している。宮域での調査件数は昨年

よりやや減少しており、ほとんどが小面積での木造住宅の基礎工事に伴う調査で、掘削深が浅い

ことから遺構面に達せず現代盛土の確認にとどまった。

平安京左京(HL)左京域では一条四坊・二条四坊(97HL404･460)と五条二坊八町(97HL

478)、五条三坊八町(98HL165)の3件の概要を報告をする。二条二坊十一町(97HL461)は

大炊御門大路と油小路の交差部にあたり、路面と油小路西側溝を検出している。その他、条坊に

関連する成果には大炊御門大路路面(97HL322)．(97HL493)、二条大路路面(98HL254)･(98

HL27)、四条大路路面(98HL14)などがある。

平安京右京(HR)右京域では一条二坊十五町(98HR89)と四条二坊十三町(97HR498)の2

件の概要を報告する。条坊に関連する成果には宇多小路西側溝(98HR192)、西大宮大路西側溝

(98HR36)などがある。

洛北地区(RH)植物園北遺跡4件、北野遺跡・北野遺跡および北野廃寺・尊重寺跡・世尊寺

跡各2件、西北町遺跡・鞍馬ニノ瀬町埋蔵銭出土地・紫野斎院・室町殿跡・聚楽第跡・本満寺の
､

構え跡・相国寺旧境内・鞍馬山経塚群・聖護院長谷殿跡・岩倉忠在地遺跡・船山須恵器窯跡各1

件であった。鞍馬ニノ瀬町埋蔵銭出土地(97RH459)では中世の備畜銭が約38,000枚出土し発
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掘調査に切り替えた。北野遺跡および北野廃寺(98RH206)では平安時代から室町時代の遺物

包含層の残存が良好であった。尊重寺跡(98RH141)では平安時代後期の遺物包含層、世尊寺

跡(98RH155)では鎌倉時代の整地層を確認している。

太秦地区(UZ)村ノ内町遺跡2件、清凉寺境内・円乗寺跡・花園宮ノ上町遺跡・上ノ段町遺

跡・和泉式部町遺跡・御所ノ内町遺跡隣接地・井戸ケ尻遺跡各1件であった。花園宮ノ上町遺跡

(98UZ164)では平安時代の遺物包含層、和泉式部町遺跡(98UZ118)では古墳時代の竪穴住居

と遺物包含層、多薮町遺跡(98UZ113)では平安時代の遺物包含層を検出している。

北白川地区(KS)岡崎遺跡および白河街区跡16件、京都大学構内遺跡4件、田中構え跡・追

分町古墳群各1件であった。その内、京都大学北部構内遺跡(98KS161)と岡崎遺跡および白河

街区跡(97KS82)の2件について概要を報告する。京都大学西部構内遺跡(98KS150)では平

安時代後期から鎌倉時代の版築状土層を検出した。

南・桂地区(MK)中久世遺跡6件、大薮遺跡・上里北ノ町遺跡各2件、上久世遺跡および上

久世城・樫原廃寺隣接地・南春日町廃寺・福西古墳群・久我殿遺跡・革嶋館跡各1件である。革

嶋館跡(98MK212)では館跡に関わる室町時代の遺構・遺物包含層を検出している。

洛東地区(RT)中臣遺跡30件、法性寺跡・法住寺殿跡および六波羅政庁跡各5件、左義長町

遺跡および山科本願寺跡3件、法観寺旧境内2件、四手井城跡・元慶寺跡・安祥寺下寺跡・安朱

遺跡・大塚遺跡・大宅廃寺・大宅遺跡各1件であった。その内、法住寺殿跡(98RT194)の概

要を報告する。法住寺殿跡および六波羅政庁跡(97RT469)では平安時代末期の遺物包含層を

検出した。法観寺旧境内(98RT47)では平安時代後期の遺物包含層を確認している。

鳥羽地区(TB)烏羽離宮跡14件、下烏羽遺跡3件、吉祥院竹尻城跡2件、西飯食町遺跡・下

三栖遺跡・下三栖遺跡隣接地・深草遺跡各1件であった。鳥羽離宮跡では平安時代後期から末期

の礫敷遺構・遺物包含層(97TB318)・遺物包含層(98TB318)を、また鎌倉時代の土器と木簡

片を含む湿地堆積(98TB34)も検出している。

伏見・醍醐地区(FD)伏見城跡19件、醍醐廃寺5件､小野廃寺・法界寺旧境内各1件である。

醍醐廃寺(97FD296･437．438)の概要を報告する。他には顕著な成果はなかった。

長岡京地区(NG)左京域7件、右京域1件であった。右京一条四坊十四町(97NG26)の概要

を報告する。その他は顕著な成果は認められなかった。

今年度の概要報告をみると遺構・遺物の時期が縄文時代から江戸時代までの多岐にわたってお

り、京都市内の遺跡の特質を反映する結果となった。平安宮・京にあたる市街地では官衙、条坊、

町屋に関連する遺構を従来どおり検出しているが、京都御苑内の調査で近世の公家屋敷群に関係

する遺構・遺物を検出し、新たな知見を加えている。また市街地郊外の西京区大原野石見町では

遺跡範囲外の広域にわたり、弥生時代から古墳時代・室町時代の遺構・遺物包含層を検出したこ

とから大原野石見遺跡の発見となった。 （加納敬二）
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Ⅱ平安宮・京跡

1平安宮太政官跡(97HQ406)

調査経過（図1）

調査地は、上京区千本通二条下る東入主税町

1022-2番地で、住宅建設工事に伴い、1998年1

月19日から3日間調査を行った。

当該地は、平安宮内の官衙の一つである太政

官に位置する。

調査を開始したところ、地表直下で平安時代

の土器、瓦が出土した。掘削工事終了後、わず

かに島状に残った部分での断面観察を行った結

果、南北方向に連続する溝を2箇所で検出した。

溝内からは、平安時代後期の土師器、瓦類など

が多量に出土した。なお業者の協力により一部、

遺構の掘り下げを行った。

遺構（図版29、図2．3）

断面の観察地点を、NQ1～4とした。

Nol･2地点は溝内にあたり、肩部は検出で

きなかった。NQ3．4の両地点では、溝の東西

両肩を検出した。検出面での現存幅は約2.8m

で、深さは0.45mである。溝の底部はNQl地点

では標高41.5m、No4地点では標高41.2mとな

り、北から南へと緩やかに傾斜する。No3地点

の肩部は、NQ4地点よりやや西に寄るが、これ

より南側では肩部を検出していないため、方位

の傾きは明確ではない。

溝は、褐色・黄褐色系の粘質土層の地山を切

り込み､断面形は皿状である｡埋土には炭・瓦・

礫が多量に混入し、肩口には粗砂が堆積する。

溝からは、平安時代後期の土師器が出土した。

躯壗撫

騨蕊鰕屈
図1 調査位置図(1:5,000)

Y=-23,010m Y=-23,000m

卿

一一一戸

図2調査地点位置図（1：200）

、

NQ1地点では溝の上面で、南北幅0.5m、深さ0.46mの土擴を検出した。土擴内から、径0.2m

大の石を3石確認したが、伴う遺物がみられず、時期は不明である。
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11暗褐色砂泥粘質（粗砂混）

12暗褐色粘土（炭・小礫混）

13褐色砂泥（炭混）

14暗褐色粘土（炭・小礫混）

15にぶい黄褐色砂泥（礫混）

16にぶい黄褐色砂泥（瓦多）

17にぶい黄褐色砂泥（炭混）

1暗褐色砂泥粘質

2褐色砂泥粘質

3褐色粘土（礫混‘1～3cm少）

4暗褐色粘土（礫混‘1～3cm)

5灰黄褐色砂泥（小礫混）

6灰黄褐色砂泥

7褐色砂泥混粗砂（包含層）

8にぶい黄褐色砂泥（包含層）

9にぶい黄褐色砂泥粘質（礫混dl～2cm)
10にぶい黄褐色砂泥（炭混・包含層）

図3遺構断面図（1：50）

遺物（図版29･30，図4～6)

出土した遺物は、整理箱に13箱である。遺物のほとんどが瓦類である力:、土器類も出土してい

る。土器は土師器力罫大半を占め、須恵器、緑釉陶器、灰釉陶器、瓦器、白磁、白色土器が若干出

土した。土師器の器種は主に皿で、コースター状のもの、糸切り高台をもつもの、台付などがあ

る。時期は、平安時代後期（11世紀後半）が主体となる。また、破損した平瓦、丸瓦の他に軒瓦

が12点出土し、その内1点にはへう描きによる「大」字力笥ある。その他には、陽刻による「人」

字、判読不明の文字瓦がある。

土師器皿(1～4．6．7）1～4は口径10.0～11.0cm，器高1.2～1.6cmである。1は口縁部

を強く屈曲きせ端部が上方に延びるのに対し、2．3は端部を内側に折曲げる。4は口縁部外面

に二段のヨコナデを施す。6は口径14.0cm、

器高3.5cmで器壁は厚く、丸みをもった底

部より外上方に内弩気味に立ち上がり口縁

＝一1

一
一

部に至る。体部外面には、型作りしたよう

壹‘三ヨな細かい職が残る｡7は口径川"､器高
一
声

2.6cmと大型の皿である。器壁は薄く、体

部は内弩気味に立ち上がり、口縁端部は外

丁,0 反し、丸くおさめる。口縁部外面は二段の
010cm

一ヨコナデを施す。

図4遺物実測図(1:4) 土師器台付皿(9．10)台付皿の高台部
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で、いずれも貼り付けによるものである。残存器高は9が2.0cm、10は1.1cmである。内・外面と

もにヨコナデを施す。特に接合部分は、強いナデにより調整している。皿部は欠損しているため

不明である力罰、他の出土例からみて大別すると、コースター状と体部力寸外反する皿の2種類が考

えられる。

白色土器皿（5）口径12.6cm、器高2.9cmで、器壁は薄い。内面と口縁部は丁寧にナデを施し、

体部は内弩気味に立ち上がり、口縁部は外反する。11世紀前半である。

白色土器椀（8）口径13.5cm、器高4.6cmで、器壁は厚い。体部外面はヨコナデ、口縁部には

強いヨコナデを施す。糸切りによる高台をもつ。

単弁八葉蓮華文軒丸瓦(11）中房は平坦で圏線がめぐり、1＋8の蓮子を配する。蓮弁は界線

と接しており、子葉がある。外区は小粒の珠文を配し、唐草文が右回りにめぐる。瓦当部裏面の

一

11

号
旨

16

15

17
0

図5瓦拓影・実測図（1：4）
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上端部に丸瓦をあて、粘土を補強して接合し、ナデ調整を施す。胎土は砂粒を含み、焼成はやや

軟質で、黒灰色を呈する。平安時代中期、森ヶ束瓦窯産である。

複弁八葉蓮華文軒丸瓦(12)中房は凸形で、1+4の蓮子を配する。蓮弁は子葉が盛り上がり、

外区には珠文が密にめぐる。瓦当部裏面に溝を付け丸瓦を挿入し、粘土を補強して接合する。瓦

当部裏面はナデを施す。胎土は精良で、焼成はやや軟質、灰白色を呈する。平安時代後期、丹波

産である。

単弁六葉蓮華文軒丸瓦(13）中房はやや隆起し、蓮子はない。花弁の中央に窪みを有し、外郭

に細い突起がめぐる。外区は幅の広い2本の圏線内に、24個の珠文を密に配する。瓦当部と丸瓦

部の接合式で、瓦当部裏面はナデを施す。胎土は砂粒を含み、焼成は硬質で、灰色を呈する。

唐草文軒平瓦(14)主葉は緩やかに反転し、外区は珠文が密にめぐる。曲線顎で、瓦当部凹面

に布目痕が残り、平瓦部凹面にも布目圧痕が残る。端部・側面はともにヘラケズリ、平瓦部凸面

はナデを施す。胎土は細砂を多く含み、焼成はやや硬質で、暗灰色を呈する。平安時代中期。

均整唐草文軒平瓦(15）瓦当面の箔は右側に大きくずれており、唐草文は中心から両側に3転

する。主葉は連続して、反転する。枝葉は巻き込み、先端は丸くなる。外区の珠文は大きく、粗

くめぐる。上段の珠文は鮮明だが、下段は消失している。平瓦部凸面、顎部凸面はともに横方向

のヘラケズリ、側面は縦方向のヘラケズリを施す。平瓦部凹面に細かい布目圧痕が残る。平瓦部

凹面中央には、「大」字がへラ描きにより刻印されている。胎土は砂粒を含み、焼成は硬質で、

灰色を呈する。森ヶ東瓦窯産である。

均整唐草文軒平瓦(16）15と同文で、瓦当面下段に周縁部がある。曲線顎で、平瓦部凹面に

布目圧痕が残り、凸面は指オサエ、側面は縦方向のヘラケズリ、瓦当部．顎部は横方向のヘラケ

ズリを施す。胎土は砂粒を含み、焼成は硬質、灰色を呈する。森ヶ束瓦窯産である。

唐草文軒平瓦(17）唐草文は両側から中央に展開し、主葉は連続して大きく反転、枝葉は強く

巻き込む。外区には、珠文が密にめぐる。曲線顎で、瓦当部は平瓦部凸面に粘土を付加して成形

する。平瓦部凹面に布目圧痕が残り、凸面は指オサエ、側面は縦方向のヘラケズリを施す。胎土

は砂粒を含み、焼成は軟質、暗灰色を呈する。讃岐産である。

文字瓦(18）丸瓦凸面に、陽刻による「人」字の刻印がある。第一画の下半に傷がある。左右

の下辺は、ほぼ揃っている。刻印の右辺には盛り上力ごり力ざあり、横幅は1.8cm、縦は下方が欠損

しているが、残存長1.7cmである。

文字瓦(19）平瓦裏面の側面に近い部分に、陽刻されている。文字の左方には、布目が残存す

熟鯛？
……？…

18

図6文字瓦
査の範囲が狭小であったため、この溝が築地の内溝．外

戸
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溝のどちらになるかは確認できなかった。

朝所は『大内裏図考証』によると、太政官内の北東隅にあった施設で、東西幅16丈、南北幅11

丈とされている。元来は太政官で行われる儀式などの際に、公卿以下の会食場として利用されて

いたが、内裏焼亡や方違のときの仮の御所となることもあった。また延久元年（1069）には、記
註1

録荘園券契所がおかれたなどという記述がある。
註2註3

検出した溝の幅は約2.8mで、太政官内の他の調査でも現存幅2.1m、2.4mの規模の溝が検出
註4

されている。また、中務省内の調査でも区画施設として、幅2.5m、3.2m規模の溝が検出されて

いる｡いずれも平安時代前期・中期の溝であるが､規模からみて今回検出の区画溝と類似している。
註5

太政官内の調査で検出された平安時代後期の溝には、1979年度調査の南北溝がある。この溝は

西曹司東面の区画溝と考えられる。太政官内の施設区画幅を想定した見解によると、九条家本・

陽明文庫本『宮城図』などから概観して、太政官東西幅57丈から文殿東西幅12丈を引いた45丈を

正庁域の東西幅とした場合、朝所一西曹司間に太政官北後房の施設が収まる東西幅は7～9丈と
註6

なる。正庁域中央部にその幅をとると、朝所の東西幅は18～19丈となる。前述の西曹司東面の南

北溝と今回検出した南北溝との距離は約22m(約7丈）となり、太政官東限築地心から約58mに

位置するこの溝が朝所西面の区画溝とすると朝所の東西幅は約19丈となり、上述した見解とも一

致する。

太政官跡の既往の調査では、平安時代前期から中期の遺構・遺物の検出が大半を占めていた。

今回の事例のように、平安時代後期に比定される遺構の検出、および遺物の出土例は少ない。溝

から出土した遺物には、時期差がほとんど認められず、当溝は短期間利用され、廃棄された様相

が窺え興味深い。平安時代前期・中期の遺構は確認できなかったが、造営当初の朝所の規模と大

きく異なるとは考えられず、朝所の調査成果としてさらに検討し、今後の調査によって明らかに

したい。

（近藤章子）

註1『御堂関白記』長徳元年（995）六月二十九日条、『百錬抄』延久元年（1069）閏二月十一日条な

どによる。

註2上村和直「平安宮太政官跡」『平安京跡発掘調査概要文化庁国庫補助事業による発掘調査の

概要1979年度』京都市文化観光局1980年

註3久世康博「平安宮太政官跡(HQ53)」『京都市内遺跡試掘・立会調査概報』昭和62年度京都市

文化観光局1988年

註4北田栄造「平安宮中務省跡1」『平成元年度京都市埋蔵文化財調査概要』（財)京都市埋蔵文化

財研究所1994年

註5高橋潔「付章32朝堂院・太政官・中務省跡」『平安宮I』（財)京都市埋蔵文化財研究所

1995年

註6辻裕司「太政官跡」『平安宮I』（財)京都市埋蔵文化財研究所1995年
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2平安京左京一条四坊。二条四坊(97HL404.460)

調査経過（図7）

上京区京都御苑内で和風迎賓館の建設に伴いケートボール場が移転することになった。平安京

左京一条四坊・二条四坊にあたる移転地先で樹木の移植が必要となり、掘削に伴い調査を実施し

た。樹木の移植は、A地区の樹木をC～N地区に分散し、B地区では東側の樹木を西側に移した。

掘削深は平均で-0｡5m、最大で-1.Omである。

遣構

A地区移植元の地区である。西端を限るウバメガシの生垣は、C地区に移植された。掘削深

-0.4mで、すべて近世盛土の範囲内である。コマツ群はC～N地区に移植された。他にも3本の

樹木が移植された。ウバメガシ生垣の掘削では、江戸時代（18～19世紀）の陶磁器が多数出土し

た。東端のマツの掘削では、深さ-0.4mで洪水層とみられる砂礫を、また深さ-1.0mで路面状の

堅い面を検出した。コマツ群の掘削時にヨーロッパ陶器が出土した。

B地区7箇所を掘削。掘削深は-1.1m・東側の樹木を西側に移す作業が行われたが、樹木が

間
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調査位置図(1:5,000)図7
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大きいため移植穴も大規模となった。西部で江戸時代(18～19世紀)の土器溜を検出し、土器類・

壁土が多量に出土した。中央部では-0.95mの褐灰色粗砂層から、室町時代の土器が出土した。

また中央部では南北方向の石垣を検出した。東部では平安時代と室町時代の包含層を検出した。

C地区A地区西端のウバメガシ生垣が移植された地区。掘削深-0.3mまで現代盛土である。

D地区19箇所を掘削。掘削深-0.5m・東部で南北方向の石列を検出。西部で石材を廃棄した

土擴を検出した。

E地区6箇所を掘削。掘削深-0.4m・西部では深さ-0.2mで建物の礎石を検出した。

F地区15箇所を掘削。掘削深-0.4m・顕著な遺構・遺物は検出できなかった。

G地区7箇所を掘削。掘削深-0.5m。南部では、深さ-0.7mで路面状の堅い面を検出した。

以下、-1.Omまで洪水層とみられる砂礫を確認した。

H地区21箇所を掘削。掘削深-0.5m・中央南寄りでは深さ-0.2mで焼土層を検出した。

｜地区3箇所を掘削。掘削深-0.5m・西端部にて焼土層を検出し、陶磁器が多数出土した。

J地区16箇所を掘削。掘削深-0.5m・顕著な遺構・遺物は検出できなかった。

K地区3箇所を掘削。掘削深-0.5m。西部では土器溜を検出した。

L地区3箇所を掘削。掘削深-0.5m・中央北寄りでは陶磁器が出土した。

M地区3箇所を掘削。掘削深-0.5m･南端部にて焼土層を検出した。

N地区A地区のウメを1本移植した。顕著な遺構・遺物は検出できなかった。

遺物（図8）

出土遺物は江戸時代のものがほとんどで、遺物整理箱で7箱出土した。輸入磁器（青花)、肥

前磁器（染付・色絵)、肥前陶器（唐津・京焼風肥前陶器・刷毛三島鉢)、信楽系陶器、丹波系陶

器、瀬戸・美濃系磁器（霊芝文・印判手)、瀬戸・美濃系陶器（鉄釉・灰釉・再興織部)、京・信

楽系陶器（鉄釉・染付)、土師質土器（皿・焼塩壷・玩具・人形)、堺・明石系播鉢、瓦類、輸入

ガラス、輸入陶磁器（イギリス・オランダ)、焼けた壁土である。その中でA地区で出土したヨ

ーロッパ陶磁器について概述する。

図8－1はオランダ・マーストリヒト製フロウンブルー・チャイナ（にじみ手）のカップ°もし

くはボウルで、文様型式は不明。日本の都市遺跡ではヒンドスタン型式の皿が長崎出島で出土し

ており、ペトゥルス・レグー窯製とされている。

図8－2はイギリス製銅版転写軟質磁器で、通称「ストーン・チャイナ」と呼称される軟質磁

器Ⅲ。文様はスタンダード・ウイロー型式で、19世紀後半を通じて最も多用されたシノワズリー

(中国趣味）である。この文様型式は、1830年頃には最も一般的なものになっており、世界中に

伝播している。ニューヨークをはじめ、日本各地の都市遺跡からの出土例も多い。

図8－3はイギリス製クリームウェア（白磁)、おそらくはスタフォードシャーで製作されたと

考えられるポット、もしくは花瓶の一部（頚部）である。遺跡出土の遺物としては類例のない夕
註

イブである。出土したヨーロッパ陶磁器は、共伴した他の国産陶磁器の年代観（19世紀中頃）と

も矛盾せず、幕末期に一括廃棄されたものと考えられる。

－9－



まとめ

掘削深が浅かったため、平安時代から中世に属する遺構・遺物はほとんど検出できず、江戸時

代後期から明治時代に属する遺構・遺物を検出した。検出遺構としては、E地区で建物礎石、B･

D地区で石列、G地区で路面状の礫を敷いた面、B・K地区で大規模な火災整理土擴がある。ま

たH･I･M地区では焼土層の堆積力ごみられた。B地区では平安・室町時代の遺物包含層を確認

したが、これは掘削が深かったためであろう。A地区で出土したヨーロッパ陶磁器は、公家の所

持品として注目される遺物である。（能芝勉・丸川義広）

註ヨーロッパ陶磁器については、神戸市立博物館学芸員の岡泰正氏の御教示による。
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図8出土遺物・実測図（1：3）
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3平安京左京五条二坊八町(97HL478)

調査経過（図9）

この調査は、下京区岩上通四条下る佐竹町

392-1.2,394-1.2番地におけるマンション

建設工事に伴う調査である。当地は平安京左

京五条二坊八町と、室町時代後半に建てられ

た妙満寺の寺域にあたり、近辺では、これま

でに10件の立会調査が行われ、平安時代中・

後期、室町時代等の遺構を検出している。今

回の調査はそれらに関連する、遺構・遺物の

検出に期待がかかった。

:

蕊
調査は、1998年3月10日から5月14日まで 図9調査位置図(1:5,000)

実施した。調査の結果、調査区中央を東西方向に流れる平安時代末期から鎌倉時代の濠状遺構や

室町時代の井戸を検出した。

遺構（図版31．32、図10．11）

基本層序は調査地中央部のB地点の北側で、-0.75mまでが現代盛土、-0.94mまでが灰黄褐色

砂泥層、-1.08mで平安時代後期から末期の遺物包含層である暗灰黄色泥土層、以下はにぶい黄

褐色砂泥の地山である。

調査区北半部で東西方向の濠状遺構を検出した。最大幅8.3m、深さ1.9m以上を測る。濠の底

は西から東へと下がり、断面形状は西側のA地点では緩やかな皿状を呈するが、B･C地点では

北側が垂直に近い肩であるのに対して、南側は緩やかである。濠の方向はほぼ東西であるが正確

には、B～C地点が真東に流れている以外は、西側は北東へやや折曲しているが、全体としては

緩やかに蛇行している。埋土は上層・中層は灰色系の砂泥で、下層は泥土・細砂で炭を含んでい

る。埋士からの遺物の出土状況

はB地点で上層(-0.7～1.Om)

からは近世、中層（-1.7～2.0

m)で室町時代後期から桃山時

代、下層(-2.0～2.2m)から

は平安時代末期から鎌倉時代の

遺物が多量に出土した。特にD

地点では、一括で投棄された状

態で瓦器鍋が多数出土した。杭
緊状遺構 O瓦器鍋集中出土地‘点

卿

心井戸…杭0↑0，
列は東西方向で10.3mに渡って 岸FF戸一一

確認した。杭の残存長は、良好 図10遺構位置図(1:400)
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な杭は-1.17mで長さ0.8m・径0.05mを測る。杭の南側では炭化した板材を確認している。

濠状遺構南側の整地層で、平安時代末期から鎌倉時代と室町時代の土擴を多数検出した。また

室町時代の円形の石組井戸も検出している。規模は径約0.9m、深さは1.0m以上である。

遺物（図版32．33，図12．13）

遺物は整理箱に16箱出土した。時期は平安時代中期から近世で、鎌倉時代が主体である。

濠状遺構A地点出土土器（図12-1～9）

土師器(1～6）1はいわゆるコースター状のもので､口径8.8cm｡2～4は小型皿で､口径8.6

～9.2cm｡5･6は大型皿で、口径は5が13.5cm、6が13.4cm｡7は高杯の脚部。11面に面取り

されて、一部に段力笥ある。胎土は灰白色を呈する。
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図12濠状遺構出土遺物実測図（1：4）

陶器（8．9）8は片口の焼締陶器鉢である。内面には体部から底部にかけて使用痕がある。

東播系産。口径27.4cm｡9は黄釉陶器盤である。口縁が玉縁で体部は丸い。口縁端部の上端に重

ね焼きの目跡が付き、体部外面の中央から少し下にも目跡らしいもの力ずめぐる。施釉は内面だけ

で、黄釉地に褐釉で文様を描く。文様は中心花を葉が丸くめ〈･るものに類似する。華南産。口径

31.0cm、器高8.7cm・

濠状遺構D地点出土土器（図12-10～16)

土師器(10～13)10～13は皿で大・小の2種に分かれる。10･11は小型皿で、口径は10が8.6

cm、llが8.9cm｡12･13は大型皿で、口径12.2cm｡

瓦器(14～16)14は鉢である。丸い体部から口縁部が立ち上がり、平坦な端部がつく。底部外

面は未調整で、それ以外はナデを施す。器壁は0.7Cmと厚い。口径14.8cm、器高3.7cm｡15･16は

鍋である。口径は15が30.0cm、16力罰35.8cm・いずれも頚部から体部にかけて煤力訂付着している。
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図13井戸出土遺物実測図（1：4）

井戸内出土土器（図13）

土師器皿(17～24）大・中・小の3種に分かれる。17．18は赤色系土器の小型皿で口径は17が

7.8cm、18が9.3cm｡19．20は白色系土器の小型皿である。19は口径8.Ocm、20は8.6cm｡21．22は

白色系土器の中型皿で21が口径12.4cm､22は12.8cm｡23．24は白色系土器の大型Ⅲで23が口径16.0

cm、24力§16.2cm・

瓦器羽釜(25～29）大・中・小と大きさは3種類ある。小型25．26は口径15.2cm、16.8cmで、

器高10.3cm・中型27．28は口径21.8cm、22.6cm・大型29は口径38.6cm・内面の調整は26．29がナ

デ、25．27．28が横方向のハケメを施す。27は焼成後に、口縁部に径0.6cmの穴が穿れている。

破片のため穴の個数は不明である。いずれも外面の体部から底部にかけて煤が付着している。
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まとめ

調査では、東西方向に流れる平安時代末期から鎌倉時代の濠状遺構を検出した。この時期の幅

8mを越える濠状遺構は、京内の条坊側溝および条坊に伴う河川以外で検出された事例はない。

検出した濠状遺構は、緩やかに蛇行しているため方向は一定ではない。そのため四行八門に関連

する区画溝の可能性はその規模からみても少ない。

この濠状遺構を東に延ばすと東堀川に合流する。濠状遺構は幅8.3m、深さ1.9m以上で、その

規模は導水・排水としての機能を越えており、単なる水路としては捉えがたい。東堀川は東市へ

の物資運搬にも利用されていた南北河川と考えられているが、濠状遺構が同一の機能をもった東

堀川に取り付く東西水路とみるには、東堀川と当地点間での検出事例がないため可能性だけにと

どめておきたい。さらに、平安時代後期には居館・寺院を囲む堀が京内にも出現することから、

その可能性も付け加えておきたい。

また、今回検出した室町時代の遺構・遺物は、妙満寺に直接関連するものであろう。

(吉本健吾・竜子正彦）
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4平安京左京五条三坊八町・烏丸綾小路遺跡(98HL165)

調査経過（図14）

調査地は、下京区室町通四条下る鶏鉾町491

番地他で､池坊学園の学舎改築工事に伴い､1998

年8月3日から9月4日の間、計12日調査を行

った。当該地は、平安京左京五条三坊八町、お

よび弥生時代の集落跡である烏丸綾小路遺跡に

位置する。
註1

調査地の大部分は、1991年度調査地に重複す
註2

る。また、北隣接地は1987年に、西隣接地は1995
註3

年に調査が行われた。これらの調査では、弥生

時代から江戸時代の遺構・遺物を多量に検出し図14調査位置図（1：5,000）

ている。今回の調査でも、それらに関連する遺構の検出が予想された。

調査可能な面積は狭小であったが、弥生時代中期の遺物を多量に包含する溝状遺構、平安時代

から江戸時代の包含層、鎌倉時代の土擴を検出した。

遺構（図版34、図15．16）

敷地北東角を水準点とした。

No.l地点-1.17mの第3層で、平安時代後期から鎌倉時代の包含層を検出した。-1.5mから

下層の第5．6層は時期不明の池状堆積となる。

NO2地点掘削面-2.0mで、東西約2m、南北1m以上の不定形の土擴を検出した。土擴内か

らは鎌倉時代の土器類とともに、人骨片、銭が出土しており、土擴墓の可能性をもつ土擴である。
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図15遺構位置図(1:400)
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調査地東端より38mにぶい黄褐色砂泥
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図16NQ1･3地点断面図(1:40)

NQ3地点敷地北側の断面観察により、-0.2mの第7～11層で、平安時代後期から江戸時代の

包含層を5層確認した。その下層から弥生土器が出土したため、掘削面を精査し掘り下げた。そ

の結果、東西方向に広がる状態で土器が出土し、一部では南肩を検出したことから、溝状遺構と

判断した。溝内からは弥生時代中期の遺物が多量に出土し、2箇所に土器の集中する箇所があっ

た。溝の南肩付近は、微砂層になる。

まとめ（図15）

今回NQ3地点で検出した弥生時代中期の溝状遺構は、土器が集中して出土する箇所力：みられ、

調査区外西方への広がりを示していた。これは西隣接地の調査で検出された、弥生時代中期の東

西方向の自然流路（図15-③）から続くものと思われる。この流路は南北幅約4.5mで、北西方向

から流れ、緩やかに屈曲して東へと流れている。また、流路から南に分流する幅1mの狭い支流

もある（図15-④)。図15-⑤は流路から引水する溝である。また北隣接地の調査で検出した東肩

部（図15-①）は、②の流路に合流する溝である。このように調査地を含む周辺は、弥生時代中

期には北西方向からの流路が、支流、溝に分岐していく流域であったことを知り得た。

（近藤・菅田薫）

註1百瀬正恒「平安京左京五条三坊」『平成2年度京都市埋蔵文化財調査概要』（財)京都市埋蔵文

化財研究所1994年

註2久世康博「平安京左京五条三坊」『京都市内遺跡試掘・立会調査概報』昭和62年度京都市文化

観光局1988年

註3「平安京左京五条三坊八町」『平安京跡研究調査報告』第19号（財)古代学協会1997年
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5平安京右京一条二坊十五町(98HL89)

調査経過（図17）

調査は、中京区西ノ京中保町24-1番地におけ

るマンション建設工事に伴い実施した。当地は

平安京右京一条二坊十五町の南端と近衛大路に

あたり、また西側には御土居跡が推定されてい
註1

る。当地北側の1987年度調査では、平安時代前

期の遺物包含層、鎌倉・室町時代の溝・土擴・

柱穴、桃山時代の溝、および御土居に伴う濠を

検出している。

調査は1998年6月8日から開始し、掘削工事

終了の6月16日まで実施した。調査の結果、平

安時代の東西方向の濠状遺構と平安時代前期の

井戸を検出した。

遺構（図版35、図18．19）

調査地は旧地形が南から北へ高くなっていた

のを近世に削平しており、土層は北側では-0.07

mまで暗褐色砂泥の近世層、-0.07m以下は褐

色砂泥の地山である。中央より南側では-0.29

mまでが現代盛土、-0.44mまでが平安時代末

期の遺物包含層（黒褐色砂泥・褐灰色砂泥)、

LIUmm
-●－‐一

由＝宗一－－rロ

￥

一
口
評Ｕ島

杏位置図（1：5,000）

卿

[l郡E＝

浮唾章賓”の火山灰層､以下は浅黄B濠状遺㈱※塗べ”⑯＃ゞ
色粘土の地山となる。

調査区の南側の東西両壁で東西方向の濠状遺醗雪井戸 05m

構の北肩を検出した。規模は最大幅5.Om以上、図18遺構位置図(1:250)

深さ1.5m以上である。検出地点は近衛大路北側溝の推定地にあたるが、北肩口は北築地推定線

近くにおよび、大路の側溝推定幅をはるかに越えていた。南肩は調査区内では検出できず、調査

区南側の現道路までおよんでいるとみられる。底面は洪水により侵食を受けたとみられる凹凸が

あり、傾斜方向は不明確であった。北肩の傾斜は西側の1地点は緩やかで、2～4地点は垂直に

近い。3地点で調査地南端より北へ約4.6mの地点に護岸と考えられる杭を検出している。埋土

は-1.Omで大きく2層に分かれ、上層は黒褐色砂泥、下層は褐色粗砂である。遺物の出土状況は

上層は平安時代後期、下層は平安時代中期から後期の遺物が出土している。他に4地点の下層

(-0.78～1.5m・黒褐色泥土）から平安時代前期、中層（-0.65～0.78m・黒褐色砂泥）と3地点

の肩口の層（-1.0～1.2m・黒色砂泥）からは平安時代前期から中期の遺物が出土している。
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敷地南側より
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図19遺構断面図(1:40)

平安時代前期の井戸は、-0.4mで検出した。ここは近衛大路北側の築地の犬走り推定地にあた

る。井戸の掘形は一辺1.4mで、井戸枠は一辺1.1m、深さ0.9mの方形縦板枠組で、両壁に板と

桟の角材の一部が残存していた。遺物は井戸内の埋土の上層(-0.4～0.95m･黒褐色砂泥）と中

層(-0.95～1.12m・黒褐色泥土）から平安時代前期の遺物が出土している。
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図20遺物実測図（1：4）

遺物（図版36、図20）

遺物は整理箱に3箱出土した。内容としては、平安時代の土師器皿・杯・高杯・甕・羽釜、須

恵器杯・甕・鉢・壷緑釉陶器皿・椀、灰釉陶器椀・壷、黒色土器椀・甕、白色土器Ⅱ・椀、白

磁椀、瓦類力奇、その他に、中．近世の土師器Ⅱ、青磁、瓦類力:ある。

各遺物は、3地点－1層（1．3．6．7．13）・2層（4）、4地点－3層（11）・4層（2．

5．8～10･12･14)から出土している。

1～9は土師器である。1は皿で口径14.4cm｡2～7は杯で2～5の口径は12.5～13.6cm，6．

7は口径15.8cm｡8･9は甕で体部外面の調整を8はハケメ、9は平行タタキを施す。10は須恵

器杯で口径13.1cm｡11は白色土器で底径7.8cm｡12は緑釉陶器椀で、底部外面の高台際を除く全

面に施釉している。淡緑色を呈し、胎土は須恵質である。底径7.4cm｡13はほぼ完形の緑釉陶器

皿で、全面に施釉し、淡緑灰色を呈する。口径15.8cm、器高3.5cm。

14（図版36）は漆付着布片で、漆は須恵器甕の体部の内外面に付着し、布は内面の一部に漆と

ともに貼り付いており、甕の体部の最大径から下方の部分に付着していた。布は麻類の平織りで、

織りの密度はlcm間に経糸12本、緯糸10本あり、撚り糸の本数は経糸が2本、緯糸が3～4本で
註2

ある。布の用途等については、小破片であること、他の類例がなく詳細は不明である。

まとめ

調査では、東西方向の幅5.0mを超える平安時代の濠状遺構の北肩を検出した。これは近衛大

路北側溝と考えられる。右京域でこのような推定幅を越える大規模な側溝は、一条大路北側溝、

西大宮大路西側溝、朱雀大路西側溝、野寺小路西側溝、宇多小路東側溝などの検出例がある。ま
註3

た、路面側溝の機能を越えた運河的な性格をもつ西堀川、佐井川の例もある。西堀川は発掘調査
註4

で幅6.Om、深さ1.0mの規模で検出され、佐井川の調査でも、平安時代中期には東側溝が幅10m

以上の規模に河川化されていたことが判明している。今回検出した濠状遺構は幅5.0m以上、深

さ1.5m以上という規模からみると、西堀川、佐井川に類似している。南北に流れる西堀川・佐

-20-



井川が西市への物資輸送の水路として利用されていたと考えられており、これらに取り付く同一

の機能をもった東西方向の水路として捉えたい。

しかし南肩が未検出なため、大路・路面との関係も不明であることから可能性にとどめておく。

（吉本・竜子）

註1

註2

註3

註4

菅田薫「平安京右京一条二坊」『昭和62年度京都市埋蔵文化財調査概要』（財)京都市埋蔵文

化財研究所1991年

漆と布の分析・鑑定については、奈良国立文化財研究所客員研究員(京都工芸繊維大学名誉教授）

佐藤昌憲氏、元與寺文化財研究所保存科学センター主任研究員北野信彦氏に御教示いただいた。

堀内明博「平安京右京五条二坊」『平安京跡発掘調査報告』昭和55年度京都市埋蔵文化財調査

センター．（財)京都市埋蔵文化財研究所1981年

辻裕司「平安京右京四条二坊」『昭和63年度京都市埋蔵文化財調査概要』（財)京都市埋蔵文

化財研究所1993年
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6平安京右京四条二坊十三町(97HR498)

調査経過（図21）

右京区西院東淳和院町2-1番地において店舗

建築が計画され､1998年3月25日､事前に隣地建

物の基礎の深さなどを見るための7箇所の試験

掘りを立会調査した。その内、四条通に近い4

箇所から平安時代前期の遺物が多量に出土した。

当地は、平安京右京四条二坊十三町にあたり、

十一町から十四町までの四町は淳和天皇の離宮

である淳和院（斎院）のあったところとされて

唾ﾛ11組＝
■l■■糯

墜
痒
世
Ⅲ

鑿厩
テ■■

二m鰹

囮P晶町,雷:謡:.．いる。

そこで、京都市埋蔵文化財調査センターの指 図21調査位置図(1:5,000)

導のもと、業者の協力を得て、隣地土留め工事の終了後、緊急調査を開始した。

調査地は、面積約240m3のL字状の細長い敷地で、調査区は南北23m、幅1.8mのNQ8トレンチ

と東西9m、幅1.5mのNQ9トレンチを敷地に沿って設定した。調査は、表土下0.5mまで重機で

掘削し、その後、遺構検出・実測などを行った。調査期間は4月3日から4月10日までである。

調査の結果、平安時代の四条大路北側溝、築地、溝2条などを検出した。

遺構（図版37．38、図22．23）

今回検出した主要な遺構は、No8トレンチの南半で、四条大路の北側溝(SD1)と、築地部

分の北側で2条の内溝(SD2･SD3)、また、NQ9トレンチの北東端で弥生時代から古墳時代
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図22調査区位置図(1:200)
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図23NQ8トレンチ平面・断面図(1:100)

の土擴(SK4)を検出した。

SDI南肩は検出できなかったが、幅は上端で1.2m以上、下端で0.7m以上、深さ約0.4mを

確認した。埋土は5層に分けられ、黒褐色の粘土と砂の互層堆積で、各層からは平安時代後期の

遺物が出土した。

SD2幅2.25m、深さ1.27m、埋土は5層に分けられ、黒褐色の粘質土が層をなす湿地状の堆

積であった。上層からは平安時代後期、最下層からは平安時代前期の遺物が出土した。

SD3SD2の北側に位置する溝で、幅3.9m、深さ0.55m・埋土は13層に分けられ、各層から

は瓦の出土が多い。上層の埋土は人為的に埋められたと思われる土層で、上面では瓦を敷き固め

た面が認められ、下層からは平安時代前期の遺物が出土した。

SK4東西1.5m以上、南北1.Om以上、深さ0.2mである。北東方向に緩やかに落ち込んでお

り、埋土は黒褐色砂泥で、弥生時代から古墳時代の土器小片が多数出土した。

遺物（図24）

遺物は整理箱に18箱出土した。SD1からの遺物(1～4)は12世紀と思われる。SD2からの

遺物（5～7）は9世紀後半の6と、12世紀の5．7の2群がある。また、最下層からは大型の

丸・平瓦が数点、完形で出土した。SD3からの遺物(8～16)は9世紀中葉、溝の上面の整地

層からは12世紀の輸入青磁Ⅱ（18．19）や黒色土器の風字硯の小片が出土している。ほかに、SD

3の下層からは、平安時代前期の土器とともに、フイゴの羽口や溶津片が約30点出土し、9トレ

ンチの北東角のSK4からは、弥生時代から古墳時代にかけての土器小片が多量に出土した。

青磁皿（1）小片で、緑灰色の釉を施す。見込みに強い凹線を入れる。同安窯系の平底Ⅱで無

文である。

土師器皿（2）二段ナデが退化し、一段ナデになったもので、大型の類にはいる。口径は14.2
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c､、器高2.6cm・

瓦器椀（3）口径14.7cm、器高5.6cm・見込みに連結暗文力罰入り、内面には細幅の暗文が全面

に、外面には口縁部近くにのみ暗文を施す。底部の高台は小さな逆台形になり退化が著しい。

白磁椀（4）器底部は厚く高台部の削りは浅い。見込みに沈圏線はなく、使用痕力§認められる。

土師器皿（5）口径14.7cm、器高2.2cm・一段ナデ仕上げである。

土師器皿（6）口径15.8cm、器高2.0cm・体部はわずかに屈曲しながら外反し、口縁端部を内

に折り返す。外面の下半分にヘラケズリを施す。

瓦器羽釜（7）口径25.2cm・鍔部は貼り付け、内面にはハケメが認められ、体部外面は指圧痕

が顕著である。

須恵器蓋（8）直径13.4cm・平坦な天井部から段をつくり口縁部となり、端部は小さく外下方

に開く。焼成は硬い。

須恵器杯（9）口径13.7cm、器高5.0cm・底部にはへう切り痕を残し、低く小さい高台が付く。

体部は内弩気味に立ち上力ざる。

土師器椀(10)口径14.3cm、器高3.0cm・体部は大きく外傾し、口縁端部はわずかに肥厚する。

底部外面から口縁近くまで指圧痕力罫残り、口縁部はヨコナデを施す。
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土師器皿(11）口径17.7cm、器高1.5cm。器高は低く、扁平な皿で、口縁端部は肥厚させる。

底部外面には指圧痕が明瞭に残る。

土師器椀(12）底部のみの破片。断面が三角形の小さな高台を貼り付ける。色調は暗褐色を呈

する。

白色土器椀(13）口径17.3cm、器高4.8cm。体部は内弩気味に立ち上がり、口縁端部は外反す

る。体部外面の下半にはケズリを施す。高台は平高台である。表面が磨滅しており、ミガキは観

察できない。

須恵器蓋(14）直径19.8cm・形状は、天井部からなだらかにカーブしてそのまま口縁に至り、

口縁端部は下方に突出しない。

須恵器杯(15）口径14.7cm、器高7.0cm・回転ナデ調整が非常に丁寧である。胎土の中心は赤

褐色、外面は暗灰色を呈する。底部はへう切りで、小さく低い台形の高台が付く。

土師器甕(16）口径20.0cm・口縁部を強く「〈」字に折り曲げ、外周部に一条の凹線がめぐる。

体部外面には、指圧痕と平板の叩き痕、内面に丸い当て具痕が認められ、丁寧なナデを施す。色

調は暗褐色を呈し、河内系とみられる。

均整唐草文軒平瓦(17）瓦当面の磨滅が著しく、文様は不鮮明である。外区の珠文の間隔は広

い。断面は段顎状を呈す。平安時代前期のものと思われる。

青磁皿(18．19）同安窯系で、内面に櫛描きの陰刻文様を施し、外底部と立ち上がり部は無釉

で、強いケズリを施す。釉は浸し掛けである。

まとめ

四条大路北側溝は、出土遺物から造営当初より平安時代後期まで機能していたことがわかった。

内溝は上層からは平安時代後期の遺物が出土し、最下層からは大型の瓦類と平安時代前期の土器

類が出土している。この溝は、平安時代前期に造られ、後期に埋められたと考えられる。また、

SD3からは平安時代前期の土器類や多量の瓦類が出土している。このことから、SD3が幅広く

造られ、その後埋められて内溝が深く掘り直されたものと考えられる。

『延喜式』には、四条大路は築地心心間で8丈（約24m)、築地幅は6尺（約1.8m)、犬行幅は

5尺（約1.5m)、側溝4尺（約1.2m)とあり、築地と内溝との間隔もあることから、内溝の南

肩と北側溝の北肩との間隔は少なくとも11尺（約3.3m)以上あることになる。しかし実際には、

SD1とSD2との間隔は約2.3mと狭くなっていたことを示している。また、SD1は推定位置よ

りも0.51m築地側に入り込んでいる。

今回の調査では、築地が側溝と内溝に入り込まれて1.1m狭くなり、さらに、築地は推定線よ
註

りも南側で見られた。約100m西の1992年度調査でも、南面築地の位置が推定よりも南にずれる

ことが確認されている。このような状況の一つの理由として、排水のための溝が重視されたため

と考えられる。当地を含む淳和院の推定地は、三条坊門小路以南が現地形からみても低いことか

ら、洪水になりやすく引・排水がきわめて困難であったとみられる。また周辺の調査から、推定

地内の野寺小路の東側は湿地状であったことが窺え、土地利用の限界性が示されている。それら
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のことから内溝の改修にみられるように、排水機能の充実が淳和院を維持・管理するにあたり不

可欠な課題であったといえる。

また、調査区北東角のSK4からは小片ではあるが、多量の弥生時代から古墳時代の土器が出

土している。調査地北東に広がる弥生時代から古墳時代の遺物散布地である壬生遺跡との関連が

窺われる。

今回は、緊急調査であったため制約も多いことから、条坊関連の遺構の調査に重点をおいた。

そのため、淳和院に関する調査は不十分であったといえる。しかし、遺構の残存状態は良好であ

り、一定の成果は得られた。今後は、周辺の狭小な敷地であっても綿密な調査をすることによっ

て、淳和院の全容が明らかにされることが望まれる。 (尾藤徳行・吉村正親）

註吉川義彦『淳和院跡発掘調査報告』関西文化財調査会1997年
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Ⅲその他の遺跡

7京都大学北部構内遺跡(98KS161)

調査経過（図25）

調査地は左京区北白川追分町4番地で、今回

マンション建設工事に伴い、調査を実施した。

当地は、京都大学構内遺跡群の一部である縄文

時代から近世の北部構内遺跡にあたる。1990年

から断続的に継続してきた今出川通の白川分水

路計画に伴う調査のうち、後二条天皇北白河陵

から理学部正門前までの5．6次調査では、縄

文時代から弥生時代の土器棺墓などを検出し、

多くの遺物を採取している。当地は同陵墓の西

隣接地にあり、5．6次調査に関連する遺構・ 図25調査位置図(1:5,000)

遺物の検出が期待された。

調査は1998年7月30日から8月1日に行い、

その結果、弥生時代前期の土器棺墓とみられる

甕と縄文時代から中世の遺物を採取した。

遺構（図版39,図26．27）

水準点は敷地南東角の縁石上とした。

NQ1～6地点を断面実測し、その他の区域で

は遺物を採取した。基本層序は、水準点-0.37

mで耕作土、-0.42～0.97mの間は中世の遺物

包含層、-0.97mで黄色砂となり、厚さは北西方

向へ薄くなる。-1.22mで縄文時代の遺物包含

層､-1.57mでにぶい黄榿色粗砂層の地山となる。

NQ1地点は、基本層序どおりである。

NO2地点は、NQ1地点とほぼ同様の層序であ

卿

0

るが、黄色砂層に代わり褐色泥砂層となる。↑om

NQ3地点では、-1.04mで幅0.5m、深さ0．36 図26調査地点位置図（1：400）

mの落込を検出した。断面形状はU字形である。出土遺物はなく時期は不明である。

NO4地点では、NQ1地点とほぼ同様の層序であるが、黄色砂層が0.53mと厚くなる。

NQ5地点では、-1.46mで弥生土器の蓋が逆位の状態で出土した。
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NQ6地点では、-1.43mで横

位に据わった弥生土器の甕を検

出した。甕の大部分は掘削重機

により破壊されていたが、出土

状況からみて土器棺墓となる可

能性がある。

遣物(図版39．40，図28～31)

遺物は整理箱に2箱あり、各

調査地点の遺構・遺物包含層か

5Y4/1灰色泥砂

2.5Y4/3オリーブ褐色砂泥

2.5Y3/3暗オリーブ褐色泥砂

10YR4/4褐色砂泥

10YR4/3にぶい黄褐色泥砂

10YR5/8黄褐色粗砂

10YR2/2黒褐色泥砂

10YR6/4にぶい黄榿色粗砂

１
２
３
４
５
６
７
８

南壁 0m－

盛土

”I中世包含層
黄色砂｛

｛縄文時代包含層

地山一

二1
2

3
4

5

－－1m
6

7

8
0 1m

m

1地点柱状断面図(1:40)図27No

ら、縄文土器の深鉢・鉢、弥生土器の壺・甕・蓋が出土した。

各遺物は、B区（9．17．23．42．44)、E区（1．2．4．6．8．16･20．22．24･30･

33．37．39．41)、G区(18．26)、J区のNQ5近辺(48)、I区(5．7．10．15･19．21．25･

27～29．31．32．34)、K区（3．11．13．36．38．43．45．46)、排土中（14．35．40．47)、

NQ5地点(49)、NQ6地点(50)から出土している。

縄文時代

土器（1～46）1は縄文地に縦に押引文、2は外面は縄文地に押引刺突で文様を描き、口縁部

下に横位の突帯を貼りつけ、その上に刺突文を加える。口縁部は二枚貝の背部による圧痕をめぐ

らし、端部に縄文を施文する。口縁部内面に縄文帯をめく＄らす。3は細く粗い縄文地に横に押引

文を施す。4は条痕地に凸帯を貼りつけ、刺突をその上に付けるものと横に付けるものがある。

口縁部には指で挟んだ指頭圧痕が内外面に付き、端部は細かい波状を呈する。口縁部内面には粘

土を貼りつけた縄文帯が付く。5は口縁部外面に粘土を貼りめく．らし、その上から縄文地に押引

刺突で文様を描く。口縁部には4と同じ指頭圧痕が付く。6は細かい縄文地で、胎土が浅黄榿色

を呈する。7は沈線の間に縄文、刻み目を施す。8～10は太め縄文地に太い沈線で文様を描く。

11～13は無文地のもので、太い沈線で文様を描く11．12と、細い沈線の13がある。14は外面が縄

文、内面が条痕で、口縁外面の端部に太い沈線をめぐらす。15～17は縄文を沈線で区画する。18

は口縁部が屈曲し、縄文地の上に同心円文・弧状文を描く。19．20は条痕地で、口縁端部に太い

沈線をめぐらす。21は波頂部の下に円形の刺突文と太い沈線で文様を描き、口唇部に短い弧状文

を描く。22．23は無文地で、沈線で入組文を描く22、器壁が薄い23がある。24～26は縄文地に三

本沈線で文様を描く24．26と、25は縄文を沈線で区画する。27は無文地で口縁部に粘土を貼りつ

け肥厚させ、波頂部に同心円文・弧状文が付き、その問に端に刺突をもつ二本の沈線が平行する。

28は頚部が巻貝による条痕地で、口縁部は縄文地に同心円文と二本の沈線をめぐらす。29は同心

円文・弧状文を、30は縄文地に太い沈線で文様を描く。31．32は頸部・胴部を沈線で区画し、多

条の沈線を描く。33は肥厚させた口縁部に縄文を施し、その下から沈線を垂下させる。34は頚

部・胴部を沈線で区画し、頚部を無文、胴部を縄文地とする。35は細い縄文地で、肩部を一定の

幅にミガキ、細い円形刺突文をめぐらす。注口土器の可能性もある。36は横位の二本の沈線で区
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画された中に、刺突文をめぐらす。37は巻貝による擬縄文である。38．39は条線文で、38は細か

く、39は粗い。40～42は条痕地のもの。43は口縁部と胴部に断面三角形の突帯がめく、る。44は口

縁部に粘土帯を貼りつけ肥厚させ、その下に断面V字形の沈線を二条めぐらす。45は突帯の上に

’ 指頭圧痕による刻み目

状のものをめぐらす。

46は突帯に細くて浅い

V字の刻み目を付ける。

石器(47．48）47は

完形の磨石で、両面に

磨耗した平滑な面をも

つ。併せて両面中央に
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端が欠損している。形状はJ字形を呈する。材質は

サヌカイトである。

弥生時代

土器(49．50）49は甕に伴う蓋である。全体は笠

形を呈し、天井部が少し窪み、裾部が大きく横へ広

力ざる。外面は天井部が指オサエ後ナデ、裾部は丁寧

にヘラミガキされ、天井部直下に指オサエ痕がめぐ

る。内面はナデ調整されている。50は甕である。平

坦な底部から最大径が中央より上にある胴部が内弩

気味に立ち上がり、頚部で鋭く外反し口縁部は水平

に延びる。外面は頚部から底部際まで縦のハケメ、

口縁部内外面はナデ。内面は、頚部が斜めのハケメ、

胴部がナデ、底部は磨耗が激しく不明。口縁端部に

49

毒聯

O 20cm

O字形の刻み目が付き、頚部に二条1単位の沈線が伝F戸FF-－一計

二列めく．る。胴部外面に煤が付着している。 図31弥生土器実測図（1：4）

まとめ

今回の調査成果を箇条書きにまとめると、以下のようになる。

｜今出川通の調査で確認した墓域が、北へ広がる可能性がある。

2縄文時代中期の船元式土器（図28-2.4.5）が出土した。

3異形石器といわれる特殊な石器が出土した。

4弥生時代前期の甕と笠形蓋が出土した。

当地西隣接地の立会調査では、遺構・遺物は未検出であったことから、縄文時代から弥生時代

の遺構・遺物包含層は今回の調査地を含む北東側に広がるものと考える。 （竜子）

長戸満男・竜子正彦・尾藤徳行「15京都大学構内遺跡」『平成7年度京都市埋蔵文化財調査

概要』（財)京都市埋蔵文化財研究所1987年

本弥八郎・尾藤徳行・竜子正彦「京都大学北部構内遺跡(95KS140)」『京都市内遺跡立会調査概

報』平成7年度京都市文化市民局1996年

註1

註2
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S岡崎遺跡・延勝寺跡(97KS82)

調査経過（図32）

調査地は二条通が琵琶湖疏水に架かる二条橋

である。この橋の橋梁架替工事が計画され、当

地は弥生時代から古墳時代の岡崎遺跡と平安時

代後期の六勝寺の一箇寺・延勝寺跡、また二条

大路末にあたるため調査を実施した。工事は、

渇水期にあわせて、橋台部分を鋼矢板で囲い、

橋台の解体と基礎部掘削が行われた。調査地点

は、疏水開削や旧架橋工事の際に削平されてい

たため、旧基礎の下層と拡幅部分の観察を行っ

た。調査期間は工期にあわせて、1997年5月20

日から6月13日と1998年3月30日から4月15日

の2期にわたった。

周辺地域では当地の北西150mの1977年度の
註l

調査で、縄文時代から古墳時代の遺物が出土し
註2

ている。また南西の1992年度調査では、平安時

代後期の井戸群・区画溝、下層では弥生時代後

期から古墳時代初頭の方形周溝墓群と古墳時代

後期の竪穴住居を検出している。また1997年度
註3

調査で、二条大路末の路面や弥生時代の流路を

検出している。

今回の調査では、橋台の南東部分で上記の弥

生時代の流路の一部と考える流路を検出した。

器
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図32調査位置図(1:5,000)

鵬閥、

■■■■■■■■■■

遺構（図版41、図33．34） 図33調査地点位置図(1:500)

水準点は二条橋から約9m東の二条通内のNTTマンホール中央とした。

調査は工事の進行に合わせ、NQ1～6地点の計6箇所で実施した。NO2～5地点では地山まで

削平されており、N01･6地点で遺構・遺物包含層を検出した。

NQ1地点では、既掘削のため南北5.5m、東西1.4mの北へ狭くなる三角形状の範囲について調

査を行った。-2.36mまで掘削されており、面的に遺構の精査を行った。検出した遺構は、南北

溝1条（1）、土壌6基（2．3．7．9．11．12)、流路1条（4．13．14)がある。南北溝1は

耕作に伴うもので、幅0.2mで南北4.0mにわたって確認し、埋士より近世の土師器皿が出土した

が、庄内式併行期の甕やその他の土器が多く混入していた。士擴3は、平安時代から鎌倉時代の

瓦が混入した近世の土壌で、埋土は粗砂が多い粘土である。土擴2．7は平安時代から鎌倉時代
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図34Nol地点遺構平面・断面図(1:50)

の遺物が出土し、土擴9は庄内式併行期の土器が出土した。11．12は流路の一部になる可能性が

あり、庄内式併行期の土器を含む。地山となる灰白色砂層を切って検出した流路は、検出幅が狭

く流れの方向は不明である。流路内の堆積土は3層に分層でき、上層（4）は腐植質の泥砂、中

層（13）は微砂を含み、下層（14）は微砂と粗砂が多い泥砂であった。いずれの層からも庄内式

併行期の土器が出土している。

NQ6地点では、-1.99～2.75mで黒褐色泥土をブロック状に含む灰オリーブ色細砂層となり、

平安時代から鎌倉時代の磨滅の少ない瓦片が多数出土した。

遺物（図版41．図35．36）

遺物は整理箱に7箱出土した。遺物の内容としては、庄内式併行期の甕・壷・鉢・高杯・器台

が各遺構から出土している。特に流路内下層からは、庄内式併行期の甕が底部を除きほぼ完形で

出土している。また、溝、土擴からは平安時代から鎌倉時代の土師器Ⅱ、瓦類、近世の土師器Ⅱ、

陶器壷、桟瓦などが出土している。その他、平安時代後期の軒丸瓦1点を表採している。掲載し

た遺物は、流路内から出土した庄内式併行期の土器群と、軒瓦である。

壷（1～3）1は頚部から口縁部の破片である。口縁部は頚部からやや外上方へ直線的に立ち

上がり、端部をわずかに外側へ肥厚させる。内外面ともナデ調整。胎土は精良で、にぶい榿色を

呈する。口径13.1cm｡2は体部下半から底部の破片である。やや縦長の体部に外側へ張りだした

底部がつく。底部の側面と外面に強く指オサエ痕が残る。胎土は砂粒が多く、灰白色を呈する。

底径5.8cm｡3は体部上半から口縁部の破片である。球形に近い体部から口縁部は丸く外反し、

端部は細くつまみだす。外面の体部から頚部にかけてハケメを施し、内面全面と口縁外面にヨコ

ナデを施す。胎土は砂粒が多く、灰白色を呈する。口径10.3cm。
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図35遺物実測図（1：4）

甕（4～7）4は甕の頚部から口縁部の破片である。鋭く屈曲する頸部から外上方へ口縁部力罰

直線的にのび、端部は上方にわずかにつまみ上げる。体部は外面にハケメ、内面にヘラケズリを

施し、口縁部の内外面をヨコナデする。胎土に角閃石を含む。口径17.7cm・生駒山西麓産である。

5は体部から口縁部の破片である。丸い体部にいわゆる受口状の口縁ｶぎつき、端面は少し内傾す

る。器壁は薄い。頚部と肩部に2条単位の沈線をめぐらし、口縁部外面の屈曲部と肩部の沈線の

下に列点文をめぐらす。体部は内外面とも細かいハケメを施し、口縁部は内外面ともヨコナデを

施す。胎土は砂粒を含み、鈍い褐色を呈する。口径14.4cm｡6は底部を欠くがほぼ完形で、5と

同じく受口状の口縁がつき、端部は上へつまみあげる。外面は肩部から下に縦方向のハケメ、内

面は頚部から下に横方向のハケメ。その他はヨコナデを施す。胎土は砂粒が多く、鈍い褐色を呈

する。口径16.0cm・残存高は17.9cm｡7は底部の破片である。体部外面に右上りの平行のタタキ

メを施す。底部外面に指オサエ痕力罫残る。底径4.6cm｡

高杯（8）杯部下半の破片である。屈曲部が段状をなす。体部の内外面とも丁寧なヘラミガキ

を施す。
』＝■=一一＝■、

鉢（9）体部下半から底部の破片である。外

面は体部に横方向のタタキを施し、底部の側面

と外面に強く指オサエ痕が残る。内面は細かい

単位の横方向のハケメを施す。底径4.0cm・

単弁八葉蓮華文軒丸瓦(10）尊勝寺推定地で

表採。花弁、珠文、蓮子とも厚く隆起する。瓦

当部裏面中央には、指圧痕が顕著に残り窪む。

胎土は微砂粒を含み精良、焼成は良好で、灰色
註4

を呈する。1986年度調査で同萢の瓦が出土して

いる。

唐草文軒平瓦(11)近世の土擴3から出土。

”
咄
撫

〃

０１

秒

》

一

衿
寺

、

ざ

10cm

図36瓦拓影・実測図(1:4)
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箔の彫りが浅く文様は不鮮明。細い線状の唐草で箔の押しは強く、外縁は隆起している。胎土は

砂粒を多く含み、焼成はやや甘く、黄褐色を呈する。

まとめ

周辺での調査で検出した弥生時代から古墳時代の明確な遺構は、先述した1992年度調査と1991

年度調査でしか確認されていない。他の調査は今回を含めて、流路、湿地あるいは、遺物の出土

だけにとどまっている。今回の調査で検出した流路は、1992年度調査で検出された南西方向に流

れる流路の一部であると考えられる。未報告ではあるが、疏水西側の南北道路での立会調査で、

同時期の遺物が採集されており、さらに西域での遺跡の確認が待望される。 （竜子）

平田泰『六勝寺跡発掘調査概報』（財)京都市埋蔵文化財研究所1977年

網伸也．会下和宏．桜井みどり「成勝寺跡」『平成4年度京都市埋蔵文化財調査概要』（財）

京都市埋蔵文化財研究所1995年

吉崎伸「白河街区跡」『平成9年度京都市埋蔵文化財調査概要』（財)京都市埋蔵文化財研究

所1998年

家崎孝治「主要な出土遺物」『京都市内遺跡試掘立会調査概報』昭和61年度京都市文化観光局

１
２
註
註

註3

註4

1987年
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9法住寺殿跡(98RT194)

調査経過（図37）

この調査は、東山区大仏南門大和大路東入新瓦町西組625-2番地における住宅建設工事に伴う

調査である。当地は法住寺殿にあたり、最光院の北側の一部と最勝光院と蓮華王院（現三十三問
註

堂）を区画する東西道路に位置する。当地の北西付近での1983年度調査では、平安時代後期の建

物・南北道路とそれに伴う溝を検出している。今回の調査地でも最勝光院や東西道路に関連する

遺構・遺物の検出に期待力ざかかった。

調査は、掘削工事にあわせて1998年8月31日と9月1日に実施した。調査の結果、調査区北部

で平安時代中期の南北溝と平安時代末期から鎌倉時代の東西溝を検出した。

蝋

：園穂

図37調査位置図(1:5,000)

遺構・遺物（図版42、

基本層序は現代盛土、

図版42、図38．39）

‘代盛土、にぶい黄榿色砂泥の地山である。A地点では盛土以下、-0.5mで灰色砂

泥層と灰色籾沙層の互層、-1.0m以下はにぶい塩小路通

卿

B

聿二
~T－r

｣一L

東西溝

水準点

0 5m
ｰ言戸一言

図38遺構位置図(1:250)

黄榿色砂泥の地山である。B地点では盛土以下

-0.25mでにぶい黄榿色砂泥の地山となる。当地

点より南側では-0.65～0.91mまで江戸時代の

包含層、その直下で灰黄褐色細砂の地山となる。

東西溝は、幅1.52m、深さ0.48mの規模で、

B地点-0.25mで地山を切って検出した。断面

の形状は皿状を呈しているが、北側の底部が約

0.2m窪んでいる。埋土は上層が暗褐色砂泥、

下層は褐灰色粗砂である。遺物は上層より平安

時代末期から鎌倉時代の土師器皿・高杯、下層

からは平安時代末期の土師器皿が出土している。

南北溝は､A地点では-0.8m､C地点では-0.9
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図39遺構断面図（1：40）

mで検出し、A地点では幅0.75m、深さ0.23mで、断面は皿状を呈する。溝の方位は真北ではな

く、A・C地点間で西へ約10度振っている。埋土は褐灰色粗砂層で、A地点では褐灰色粗砂層の

上に暗褐色砂泥層が薄く堆積している。遺物は平安時代中期の土師器皿、須恵器甕、黒色土器、

緑釉陶器、灰釉陶器椀・壷が出土している。

まとめ

調査では、平安時代中期の南北溝と平安時代末期から鎌倉時代の東西溝を検出した。

東西溝は、東から1度41分北へ振れ（現三十三間堂の振れ角度)、検出地点から西へ延長する

と東京極大路の東築地で、八条坊門小路の北側溝の延長に交差することがわかった。このことは、

この東西溝が東西道路の北側溝と仮定すれば、推定の法住寺殿域の区画が南北軸は東へ振り、七

条大路を基準に蓮華王院の南北幅が平安京の一町の幅に相当し、その南限がこの東西道路となる。

しかし、現時点で東西溝の検出地点は一箇所のみであるため、可能性の指摘だけにとどめておき

たい。

今回の調査では平安時代中期の南北溝を検出したが、周辺でのこの時期の検出事例としては、

最勝光院内の南西付近で検出した池田瓦窯に次ぐ例となる。この南北溝の方位は、真北から西へ

約10度振っていた。当地の北西付近で実施した1983年度調査で検出した平安時代後期の南北道路

と、それに伴う溝は真北から東へ約0度4分程振っており、法住寺殿全体が束へ傾いていた根拠

になっている。今回の南北溝の西への傾きは、平安時代中期の地割りの方位か、それ以前の当地

の条里の傾きを示すものかは、今回の検出だけでは明確にはできない。今後のこの近辺の調査に

よって明らかにされることを期待する。 （吉本）

註久世康博．上村和直「法住寺殿跡」『昭和58年度京都市埋蔵文化財調査概要』（財)京都市埋蔵文

化財研究所1985年
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10醍醐廃寺(97FD296･437．438)

調査経過（図40）

この調査は、伏見区醍醐西大路町から北西裏

町での道路におけるガス低圧管撤去・新設およ

び水道管新設工事に伴う調査である。調査地は、

醍醐中山から南西方向に延びる丘陵の南端にあ

たり、頂上部で故木村捷三郎氏ら力:飛烏時代の

軒瓦を収集したことなどから、醍醐廃寺に推定
註1

されている。今回の調査地の北側部分がこの醍

醐廃寺にあたり、1996･1997年には調査を行っ

ており、醍醐廃寺に関連する溝・土擴・柱列な
注2

どを検出している。

調査は、ガス低圧管撤去工事が始まった1997

年10月14日から開始し、工事終了の1998年2月

23日まで実施した。調査の結果、調査区南端で

飛烏時代の瓦を多量に含む包含層を検出した。

遺構（図版43,図41．42）

層序は調査地北側の丘陵頂上部のA地点では、

-0.2mまでが現代盛土で、以下は黄褐色粘土層

の地山である｡調査地南側の丘陵を下力討ったB-

3地点では、-0.45mまでが現代盛土、-0.59m

までが暗褐色砂泥の路面、以下-1.44mまでの

褐色砂泥・粘土力罫4層あり、うち-1.22mまで

が飛烏時代の瓦の包含層である。特に-1.1mの

第2層は多量の瓦を含んでいる。-1.44m以下

は暗褐色粘土の地山である。

包含層は瓦を少量含む上層（第1層）と、多

量に含む下層（第2．3層）に大きく2つにわ

けることができる。第1層の分布範囲は、北が

B-10地点(検出高-0.99m)、西力罰B-4地点(検

出高-0.99m)、南がB-1地点（検出高-0.7m)、

東がB-9地点（検出高-0.9m)の範囲である。

この層からは、飛烏時代の重弧文軒平瓦、奈良

時代・平安時代末期から鎌倉時代の土師器、鎌

38

0m

－1m

卍

図40調査付置図(1:5,000)

図41B地点付置図(1:500)

西壁

現代盛土

篭識溺

F『詞路面(暗褐色砂泥）

麹第'層|瀧鮒

躍蕊第2層(褐色粘土）

厩調第3層(褐色粘土）

厩3地山(暗褐色粘土）
01m

図42B-3地点柱状断面図(1:40)



倉時代の青磁椀、室町時代の陶器播鉢、凝灰岩の破片が出土している。第1層は室町時代の遺物

包含層とみられる。

第2．3層は、B-1～3の地点で検出した。分布範囲はB-4．5地点以南である。第2層は

B－1地点（検出高-0.9m)で厚さ0.3m、B-3地点（検出高-1.1m)で厚さ0.12mと北へいくほ

ど薄くなる。瓦は平瓦が多く、横になった状態で出土した。その下に第3層が0.2mの厚さで堆積

する。遺物は丸・平瓦の他に飛鳥時代の重弧文軒平瓦、時期不明の土師器の小片が出土している。

遣物（図版44、図43）

出土遺物は大半が瓦類であり、他に土器類、石製品、鉄製品がある。

瓦類はすべてB地点の包含層からのもので、平瓦が大半を占め、軒瓦・丸瓦も少量出土してい

る。平瓦は凸面に布目叩き痕をもつものが大半であるが、一部には平行線叩き痕や格子状叩き痕

をもつものがある。また広端部に苧で作った縄を敷いたとみられる痕跡が残るものがある（7）。

軒平瓦は11点出土しているが、すべて瓦当文様は押し引きの重弧文である。重弧文でも三重弧文

（2）と四重弧文があり、四重弧文には弧線断面が台形のもの（4）、三角形のもの（3）、丸い

もの（5）がある。6も5と同じ器具で押し引ききれたものと考えられるが、引いた箇所が下が

りすぎたために一番下の弧線がほとんど削れてしまっている。すべて直線顎で、胎土には砂粒を

含み、焼成は2．4が甘く、それ以外は良好である。色調は2．4が淡灰色、それ以外は褐色系

である。1は軒丸瓦で、瓦当部の花弁から外縁にかけての一部の破片である。胎土は精良である

が少し砂粒を含み、焼成は甘く、暗灰色を呈する。同箔と考えられる瓦が、法琳寺跡および小栗
註1

栖瓦窯跡から出土している。

土器類は、時代の特定できるも：ﾌﾌﾌｰｰｰｰ-．－－一_ﾃブｰﾌﾌﾞ
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のが、B-10地点の第1層で出土

した奈良時代・平安時代末期から

鎌倉時代の土師器、室町時代の陶

器揺鉢、B－7地点の第1層で出

土した鎌倉時代の青磁椀の4点で

ある。

その他には、B-9地点の第1

層で凝灰岩（図版44-8）が出土し

ている。方形に成形された凝灰岩

の一隅の破片である。残存長は三

鱗 ー■■

"
”
一
一

一■■■

1

琴 ■■1■■ｰ一一一一ー‐

‐~埠一胃T至弓毎－．．．1β･〃・ 』

〈≦ニーニュ-こくムも_______‐
方とも角からほぼ縦10cmで、一面

は丁寧に成形され、他の2面は粗

聴と三〈面取りがしてある。

騨 腰
、闇マレ、ノグッｰ～ｰジー‐◎

6
0 10cm

鉄 製品は、B-4地点の第1層一一

から長さ14cm以上、幅0.8cmの棒図43瓦拓影・実測図(1:4)
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状製品が出土している。時代および用途は不明である。

まとめ

今回の調査では、B地点で飛鳥時代の瓦を多量に含む包含層を検出した。第1層は中世の包含

層で、B-1～3地点で検出した第2･3層は、飛烏時代から平安時代の包含層である。また凝灰

岩の出土からも、この付近に飛烏時代から平安時代の当廃寺に関連する施設の存在が考えられる。

他にB-3地点では、-0.45mで路面を検出した。この路面は、寛保元年(1741)の京大絵図に

示される伏見から醍醐寺へ向かう東西方向の旧道にあたる。どこまで時期を遡れるかは不明であ

るが、当廃寺との関連で興味深い。
註3

醍醐廃寺は、丘陵上力:推定地とされてきた。1997年の調査でも、当廃寺に関連する遺構・遺物

を検出している。しかし今回、包含層を検出したB地点は、当廃寺推定地から外れた丘陵の南斜

面下である。今回の発見により醍醐廃寺の推定地は、さらに南斜面裾部に広がるものと考えられ

る。特にB-1～3地点で検出した包含層の広がりと性格を把握することが、今後、当廃寺の実

態を考える上で重要である。（吉本）

『木村捷三郎収集瓦図録』（財)京都市埋蔵文化財研究所

津々池惣一・内田好昭・丸川義広・能芝勉・布川豊治

化財調査概要』（財)京都市埋蔵文化財研究所1998年

1996年

｢醍醐廃寺」『平成8年度京都市埋蔵文

１
２
註
註

註3『京都市遺跡地図』京都市文化市民局1996年

-40-



11長岡京右京一条四坊十四町(97NG26)

調査経過（図44）

西京区大原野石見町で行わ

れた下水道敷設工事に伴う立

会調査を実施した。調査地の

東半部が主に長岡京右京一条

四坊十四町に該当する。また

室町時代の城跡である石見城

が北東に隣接する。西半部は

遺跡範囲外である。調査地の

南には、古墳時代後期の円墳

を中心とする芝古墳群が立地

している。調査は当該地を含

む石見地域での本格的な調査

K皿一己

T可動

恩
＝

－塁呈巽一一＝

事例がないことから、遺構・ 図44調査位置図(1:5,000)

遺物包含層の有無を主眼に行った。

調査の結果、弥生時代から古墳時代の土擴、室町時代の溝、弥生時代から古墳時代・中世の各

遺物包含層を遺跡範囲外におよぶ広域で検出した。

遺構（図版45、図45）

調査地は善峰川右岸にあたり、北西から南東へ緩やかに傾斜する段丘上に位置している。基本

層位は現代層以下、第1層は暗褐色砂泥、第2層は黄褐色砂泥、第3層は褐色砂泥、第4層は褐

色砂礫であった。第1層は中世、第2層は弥生時代から古墳時代、第3層は弥生時代の各遺物包

含層である。第4層は地山である。

以下に遺構・遺物包含層を検出したNO1～10地点について述べる。NQ1～6地点については遺

跡範囲外であった。

No.l現地表下-0.15～0.35mに、中世の土師器皿、瓦器椀のいずれも小片を含む暗褐色砂泥

層、-0.7mで時期不明の土師器片を含む褐色混礫粗砂層、-0.9m以下は地山の褐色砂礫層である。

No.2-0.2mで近世の盛土、-1.26mで室町時代の瓦器椀・羽釜、陶器甕を含む灰色混礫粘土

層、-2.05m以下は地山の暗緑灰色砂礫層である。

NQ3-0.25mで近世の盛土、-1.1mで鎌倉時代から室町時代の土師器皿、瓦器羽釜、青磁、

陶器のいずれも小片を含む灰色混礫粘土層、-1.6m以下は地山の暗緑灰色粘土層である。

No.4-0.2mで地山の褐色砂礫層を切り込んで、弥生時代から古墳時代の土器片を含む土擴の

東肩を検出した。土壌は幅1.Om以上、深さ0.6mである。

NQ5-0.2～0.46mで中世の土師器片を含む暗褐色砂泥層、-0.7mで古墳時代の土師器甕を含

－41－



む褐色砂泥層、-1.02m以下は地山の褐色砂礫層である。

NQ6-0.25mで中世の瓦器椀を含む暗褐色砂泥層、-0.41mで弥生土器壷とみられる小片を含

む暗褐色砂泥層となる。

No.7-0.2mで地山の褐色砂礫層を切り込んで、室町時代の南北溝を検出した。溝の幅は1.4

m以上、深さ0.51mである。溝内から室町時代の土師器皿、瓦器椀が出土している。

No.8-0.23mで中世の土師器Ⅲ、瓦器椀を含む暗褐色砂泥層、-0.33mで弥生土器を含む褐色

砂泥層、-0.75m以下は褐色砂礫層の地山である。

NQ9-0.37mで古墳時代の土師器、須恵器を含む黄褐色砂泥層、-1.0m以下は褐色砂礫層の

地山である。

No.10-0.22mで時期不明の土師器片を含む黄褐色砂泥層、-0.41mに弥生時代後期の甕炭を

含む褐色砂泥層、-0.9m以下で褐色砂礫層の地山となる。

ZM
fﾔぐぷ｛
雨緬、

、

1

1
ー

ノ

／
沸
鰄ゴ

ノ
ノ

見城石一

、

一
一
一
一

可
／

雪
輝

函
創
Ｑ
Ｊ

昏
色
●
■
舎

江
78

西
四
坊
坊
間
西
小
路
‐
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

ｌ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

一条条間南小路

１
１
１
１

１
１

１
１

１
１

T溥 、
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｊ
Ｉ
Ｉ
ｊ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

１
１
１
１

１
１
Ｉ

図45遺構・遺物包含層分布図(1:2,500)
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遺物（図46）

遺物は整理箱に1箱であった。出土した遺物は弥生土

器、土師器、須恵器、瓦器、焼締陶器、陶磁器、瓦がある

がほとんどが小片である。遺物の時期は弥生時代から江

戸時代まであるが、弥生時代と室町時代が大半を占める。

弥生時代の遺物には弥生土器壷・甕がある。NQ10の第3

層からは、口縁部が受け口状の特徴をもつ畿内第V様式

とみられる近江系の甕（3）が出土している。室町時代

の遺物は土師器Ⅱ、瓦器椀・羽釜・鍋がある。NQ7で検

出した南北溝の埋土から、15世紀中頃とみられる土師器Ⅱ

ている。

弓フ，モヨニス

夕

'

、、
、、
、、 3

ザ
ダノ

ル′41

0 10cm

岸FFF門一一→

図46遺物実測図（1：4）

(1．2）と瓦器羽釜（4）が出土し

まとめ

今回の調査成果を3点に大別して以下に要約しておく。

まず第1に弥生時代から古墳時代の遺物包含層を、遺跡外も含む広範囲で検出したことが挙げ

られる。包含層の範囲は善峰川右岸の段丘上にあたり、居住地に適していることから、当地に当

該期の集落の存在が想定できる。

第2に上述した包含層と同様に、中世の包含層も広範囲に広がることが判明した。調査地の北

東には、文明二年(1470)に焼失した石見城跡が立地し、また調査地内には応長元年(1311)に

創建された法泉寺が現存する。そのことから中世の包含層は石見城、法泉寺との関連が考えられ

る。

第3は西京極大路西側溝の推定地点で検出した、室町時代の南北溝が挙げられる。周辺の田畑

の地表面には長岡京時代から室町時代の遺物が散布しており、当該期の遺構の残存が予想される

ことから、西側溝が室町時代まで踏襲されていた可能性が考えられる。

西京区と長岡京市にまたがる石見地域では、従来から乙訓を研究対象とする地元関係者により、
註

先土器時代から平安時代の遺物が表面採集され、石見遺跡として仮称されてきた。しかし本格的

な調査が行われておらず、遺跡の性格、範囲などの実態については不明であり、周知の遺跡とし

て京都市遺跡地図には登録されていなかった。今回の調査成果から、石見遺跡は善峰川右岸の段

丘上に立地する弥生時代から古墳時代の集落、室町時代の石見城・法泉寺に関連する遺跡である

こ とが判明した。（加納）

註岩崎誠「第1日曜部会の仕事と石見遺跡紹介」『乙訓文化』31号乙訓の文化遺産を守る会

1974年
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調査一覧表

I1998年1～3月期（平成9年度）

平安宮(HQ)

平安京左京(HL)

－44－

遺跡名 所在地 調査日 調査概要 調査NQ 図版

室
寮
寮
府
裏
裏
府
寮
寮
院
院
院
寮
官
寮
省
省

衛
衛

庫
殿
匠
馬
楽
堂
堂
炊
政
馬
部
部

近
兵

漆
兵
主
左
内
内
左
内
左
豐
朝
朝
大
太
右
式
兵

上・御前通一条下る東竪町130-1

上・仁和寺街道七本松東入一番町105-8.9

上・智恵光院通一条下る東入新白水丸町462-86

上・松屋町通中立売下る神明町447-1

上・出水通土屋町東入東神明町279,281

上・下立売通千本東入田中町473

上・下立売通大宮西入浮田町610-2

中・西ノ京左馬寮町25-1

中・西ノ京左馬寮町11-9,40

中・聚楽廻西町188-49

中・聚楽廻東町3-16

上・千本通二条下る聚楽町858-5

上・日暮通竹屋町上る東入四町目地先

上・千本通二条下る東入主税町1022-2

中・西ノ京右馬寮町15-3

中・西ノ京小堀町2－9

中・西ノ京内畑町地先

3/17

1/27,3/23

1/8

2/5．9

2/3

2/16

3/17

3/31

1/9．13

1/27

1/22.23

3/12

1/16

1/19～21

3/23

1/21

'97/12/3.5.24,

'98/1/9．14

-0.3mまで現代盛土。

-0.2mまで現代盛土。

巡回時、工事終了。

０
０
◎

土
土
土

盛
盛
盛

代
代
代

現
現
現

で
で
で

ま
ま
ま

ｍ
ｍ
ｍ

ｌ
２
４

０
０
０

－
一
一

-0.25mまで現代盛土。

-0.14mまで現代盛土。

-0.8mまで現代盛土。

-0.18mまで現代盛土。

NQ1;-0.19mで平安後期～末期の落込、（土師

器、軒瓦)｡-0.15m以下、暗褐色粘土の地山。

巡回時、工事終了

-0.62m以下、暗褐色粘土の地山。

平安後期の南北溝を検出、瓦多量に出土。太政

官内「朝所」を区画する溝の可能性あり。本文

3ページ。

-0.1mまで現代盛土。

掘削工事なし。

-0.2m以下、黄褐色砂泥の地山。

HQ491

HQ426

HQ393

HQ364

HQ433

HQ451

HQ490

HQ503

HQ392

HQ425

HQ409

HQ482

HQ405

HQ406

HQ492

HQ411

HQ363

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

１
１
１

１
１
１

遺跡名 所在地 調査日 調査概要 調査NQ 図版

路
路
町五

大
大

坊

条
条
四辺

一
一
北

北辺四坊七町

二条四坊十六町

町
町
八
十
坊
坊

一
一
一
一

条
条

一
一
一
一

二条二坊十一町

二条二坊十一町

二条三坊二町

二坊三条十二町

二条四坊四町

上・一条通浄福寺西入革堂之内町294-1

上・千本通一条上る北伊勢殿構町682-1

上・京都御苑3

上・京都御苑3

上・京都御苑3

上・堀川通丸太町上る上堀川町126,126-1

中・油小路通丸太町下る大文字町～油小路

通夷川下る薬屋町地先

中・竹屋町通油小路東入橋本町468-4

中・油小路通竹屋町下る橋本町471-2

中・西洞院通丸太町下る田中町131,131-1

中・両替町通夷川下る北小路町98-1,987

中・二条通，烏丸通～寺町通地内

1/19

2/3

2/19～27,3/2～6

'97/10/27,'98/3/31

1/16～3/2

2/26.27,3/2

'97/11/4～

'98/3/3

2/25～27,3/3

3/24,4/7･13~

15．17．20

3/9～11.13.16

～18．23．24．26

2/13

3/18～5/27

巡回時、工事終了。

-0.65m以下、褐色粗砂礫の地山。

7世紀・中世の遺構、江戸の路面検出。本文8

ページ。

-0.4mで江戸の包含層。

迎賓館建設のための樹木移転に伴う調査。ヨー

ロッパ陶器出土。本文8ページ。

-1.32m以下、流れ堆積。

No2;-1．5mで礫敷状の遺構。89HK-MWの

地業遺構の続きの可能性あり。NQ3;-1.46m

で整地層。No4;-1.57mで池の底部か。NQ5；

-1.2m以下､大炊御門大路の路面2｡NQ6 -0.53

m以下、礫多く路面風の整地層4｡N0.7;-0.62

m以下、路面5。

平安の大炊御門大路と油小路の交差点。NQ1～

5で平安～鎌倉の路面6｡NQ2;平安の路面

(須恵器、緑釉陶器、灰釉陶器、瓦、馬の歯．

骨)｡NQ3;平安の落込（土師器、須恵器、青

磁)。平安前期の南北溝（土師器、須恵器、鉄

製品、骨)、油小路西側溝。

NQ2;-0.55mで焼土層､-0.95mで洪水層､-1.05

mで整地層、鉱津を含む。NQ3;-1.4mで大炊

御門大路路面、平安末期の南側溝の可能性あり。

No4；-1.69mで平安後期・鎌倉の土擴各1。

No5;-1．7mで室町後半の包含層。

-1.1mまで焼け瓦層。

-0.3m以下、路面と焼土の互層、二条大路内。

HL407

HL435

HL460

HL311

HL404

HL467

HL322

HL461

HL493

HL477

HL444

HL486

２
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３
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遺跡名 所在地 調査日 調査概要 調査NQ 図版

二条四坊三町

二条四坊四町

町
町
九
十
坊
坊

一
一
一
一

条
条

一
一
一
一
一
一

三条二坊十三町

三条三坊二町

三条三坊四町

三条三坊五町

三条三坊九町

四条三坊三町

四条四坊九町

四条四坊九町

四条四坊十二町

五条二坊八町

五条二坊十二町

五条三坊三町

六条四坊十六町

六条四坊十町

中・高倉通竹屋町下る福屋町718

中・高倉通二条上る天守町753-1

中・堀川通二条下る土橋町18-1,19-1,20-1

中・御池通（堀川東通～西洞院通，車屋町

通～柳馬場通）地内

中．油小路通姉小路下る宗林町88

中・西洞院通押小路下る押西洞院町611他

中・新町通姉小路下る町頭町97-4

中・室町通三条上る役行者町377

中・烏丸通二条下る秋野々町535,両替町通

二条下る金吹町461-1

中・新町通錦小路上る百足屋町391,393

中・柳馬場通三条下る槌屋町101

中・麸屋町通三条下る白壁町432

中・富小路通四条上る西大文字町607

下・岩上通四条下る佐竹町392-1.2,

394-1.2

下・醒ヶ井通高辻下る住吉町496,494-1,

東堀川通高辻下る五軒町379

下・仏光寺通西洞院東入菅大臣町177

下・寺町通松原下る植松町721,721-2

下・富小路通五条上る本神明町419

3/12.13.16～18

97/11/21.25～28,

12/1,'98/1/14

2/16

3/30～7/13

3/24.26.30,

4/2.6.7.13

2/16～19

1/19～23

1/21～23.27,

2/9.10.12

'97/12/19･22･24,

'98/1/6.14,3/2.3

'97/12/22,

'98/1/8～14

2/17.23.25.26,

3/2～4

'97/12/9.15.19.

22,'98/1/6～9

1/6～9.12～14

3/10～5/14

1/26～29

1/23.30,2/4．5．

9.10

1/23,2/18.19.

23.25

1/29,2/2

NQ1;-1.4mで近世の包含層。NQ3;-0.8m以

下、江戸の包含層。NQ4;-1.27mで室町後半

の包含層。

NQ1;-0.6mで江戸の包含層（鉄製品，鉗渦)、

鋳造関係か。排土中から鹿角製品出土。-1.83

m以下、江戸初期の包含層。NQ2 -1.81mで

平安末期～鎌倉以降の土擴。NO3;-1.01mで

平安末期の包含層。その西に江戸初期の井戸状

遺構。

-0.65mまで近世以降の包含層。

NQ3;-1.33mで平安の包含層(須恵器)｡NQ6

-1.1mで黄褐色砂泥の地山を切って中世の溝

(瓦器)｡NQ7;-1.08mで平安中期の包含層(黒

色土器、灰釉陶器)｡NQ11;-1.0mで平安の三

条坊門小路路面（黒色土器)。

NO1;-0.42mで中世の包含層。NQ2;-1.0m

で暗オリーブ色砂泥の地山を切って室町後半の

井戸

-0.07m以下、近世以降の包含層。-0.5m以下、

黄褐色砂礫の地山。

NQ2;-2.05m以下、包含層4(輪花の瓦器椀、

瓦器、陶磁器、須恵器、白磁、土師器)｡NQ3

-1.7mで平安末期～鎌倉の包含層（土師器、瓦

器)｡-2.4m以下、灰オリーブ色砂泥の地山。

Nql;-0.6m以下､近世・室町の包含層｡NQ2；

-1.76mで桃山の包含層。NO3;-1.1m以下、

室町の包含層・土擴、-1.48mで平安中期の包

含層。NQ4;-1.77mで平安末期の包含層。

-1.52mで、褐色砂泥の地山を切って鎌倉の落

込（土師器、須恵器)。

NO2;-1.47mで中世の包含層を切って中世の

落込1．NQ3;-1.96mで室町以前の井戸、底

部には井戸枠が残存。NQ4;-2.16m以下、中

世～近世の池状堆種、-3.26m以下、褐色砂礫

の地山。

-0.22mで流れ堆積、-0.37mで近世の包含層。

NO1;-1.1mで室町の包含層。No2;-1.37m

以下、平安後期の包含層。NQ3;-2.34m以下、

オリーブ褐色砂礫の地山。

-2.93m以下、流れ堆積。

NO1;-1.1m以下、江戸の包含層。NO2;-1.5

5mで平安後期の包含層。NQ3;-1.45mで室町

の土擴。NQ4;-1.68mで平安後期～鎌倉の包

含層を切って鎌倉～室町の落込。

平安後期～鎌倉の東西方向の濠状遺構、室町の

石組井戸。本文11ページ。

+0.25mで中世の包含層、-0.29m以下、流れ

堆積。

Nol;+0.45m以下、近世の包含層、-0.5m以

下、室町の包含層(土師器、須恵質陶器、瓦器)、

室町の落込2（土師器、滑石、陶器)、-0.94m

以下、オリーブ黄色微砂の地山。No2;-0.73

mで近世の井戸、-0.73m以下、オリーブ褐色

粗砂の地山。

-1.89mで中世の包含層（土師器、陶器、瓦）

-2.69m以下、流れ堆積。

-0.8m以下、近世以降の包含層。
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HL456

HL501

HL496

HL446

HL408

HL412

HL369

HL385

HL458

HL370
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HL420
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HL432
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平安京右京(HR)

洛北地区(RH)
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遺跡名 所在地 調査日 調査概要 調査NQ 図版

七条一坊五町

八条二坊十一町

九条二坊十三町

九条四坊四町

九条四坊十四町

下・夷馬場町35-3.6

下・油小路通塩小路下る東油小路町

南・西九条春日町19

南・九条通両側(竹田街道～河原町通)地内

南・東九条南河原町6-3

1/8

3/5

2/2～6.9

'97/12/18～24,

'98/1/7～2/17

2/9.10.12

-0.3mまで撹乱。

-0.5mまで現代盛土。油小路・梅小路の交差点内。

Nol;-0.8mで中世の落込（土師器)｡No2

-0.58m以下､鎌倉前期の包含層(土師器多量)、

-0.8mで平安末期～鎌倉初頭の土擴（土師器多

量、皿の完形多い)。

NQ4;-0.74m以下、鎌倉後半・室町の包含層。

-1.13m以下、褐色泥砂の地山。NQ6;-0.57m

以下、平安後期の包含層。NQ9;-0.35m以下、

弥生～古墳・平安後期の包含層。-0.8m以下、

オリーブ褐色砂泥の地山。

-0.97m以下、近世以降の包含層。

HL391

HL471

HL434

HL381

HL445

６
６
６
７
７

遺跡名 所在地 調査日 調査概要 調査NQ 図版

二条三坊七町

三条一坊一町

三条一坊二町

三条一坊十四町

三条四坊七町

三条四坊四町

四条二坊三町

四条二坊十三町

四条三坊十三町

四条四坊十四町

六条一坊十二町

六条二坊十一町

七条一坊十五町

八条一坊一町

九条一坊十五町

九条三坊十二町

隣接地

中・西ノ京春日町16-1

中・西ノ京星池町

中・西ノ京栂尾町3－B

中．西ノ京西月光町42-1

右・太秦安井一町田町～中・西ノ京桑原町

地先

右・山ノ内大町～宮脇町地先

中・壬生東渕町20

右・西院東淳和院町2-1

右・山ノ内瀬戸畑～山ノ内赤山町地内

右・西院貝川町～山ノ内苗町地内

下・中堂寺粟田町1

右・西院東中水町8－1

下・花屋町通～七条通(御前通～七本松通）

地内

下・新千本通，七条通～木津屋橋通地内

南・唐橋門脇町5－7

南・吉祥院新田壱ノ段町5

1/22.27～30,

2/1～16

1/7．8

2/16

1/26.30,2/2

2/10～3/10

2/13.16～18.

25.27,3/2～17

1/7．9．13

3/25,4/1～4．6

～10.13

2/13～3/17

'97/7/22.23.31,

8/8.11.18,

'98/3/23

2/5.6

3/3

'97/10/15~

'98/1/13.14.23

2/17～19.23.25.

26,3/2～4．9．10

2/25.26

3/13.16

NO1;-0.1mで落込の北肩を検出。NQ2;-1.1

4mで流路の北肩を検出。

NQ1 -0.26m以下、二条大路の路面整地層3．

-0.3mまで現代盛土。朱雀大路内。

-0.2m以下、江戸の湿地状堆積。西大宮大路．

姉小路交差点内。

-0.68m以下、にぶい黄榿色砂礫の地山。

-0.66mで江戸の路面。-0.97mで土嫡。-0.97

m以下、明黄褐色泥砂の地山。

NQ1;南北の溝状遺構の東肩、幅2.2m以上。

No2;-0.46m以下、中世以降の湿地状堆積。

-0.6mで平安前期～後期の四条大路の北側溝を

検出。本文22ページ。

-1.0mで江戸の包含層。-1.3m以下、褐色砂礫

の地山。

NQ1;-1.2m以下、湿地状堆積、流れ堆積。NQ

5；-1.65m以下、湿地状堆積（土師器、黒色

土器)｡-2.06m以下、流れ堆積。NQ6;-1.82

m以下、包含層（土師器、弥生饗)｡-2.42m以

下、灰オリーブ色粘土の地山。

-1.2mまで現代盛土。六条大路内。

-0.4mまで現代盛土。

NO2;-0.91mで平安中期の湿地堆積。No5；

-0.57mで路面。N03･4．8．9．10．14．

16;-0.4m以下、包含層（土師器、須恵器)。

No13･16;-0.7m以下、流れ堆積。No15;-0.77

mでにぶい黄褐色粘土の地山を切って南北溝。

NQ1;-1.3m以下、包含層（土師器)｡No2;

-1.42m以下、流れ堆積。NQ3;-0.9mで土擴

状の落込、遺物なし。-1.0m以下、灰オリーブ

色泥砂の地山。

-0.78mで鎌倉の整地層（土師器、瓦）

-1.16m以下、流れ堆積。
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遺跡名 所在地 調査日 調査概要 調査NQ 図版

鞍馬ニノ瀬町

埋蔵銭

出土地

左・鞍馬ニノ瀬町67 2/4 民家裏山の石垣工事の際に、中世の備蓄銭が約

38,000枚出土。発掘調査に切り替える。

RH459 14-2



北白川地区(KS)

南・桂地区(MK)

－47－

遺跡名 所在地 調査日 調査概要 調査NQ 図版

植物園北遺跡

植物園北遺跡

植物園北遺跡

植物園北遺跡

紫野斎院跡

室町殿跡

聚楽第跡

左・下鴨神殿町9

北・上賀茂岡本町28-1の一部，34の一部，

34-2の一部，72の一部

北・上賀茂岡本町28-1-部72の一部73

北・上賀茂梅ヶ辻町～上賀茂岡本町他地内

上・大宮通寺之内上る二町目中之町491他

上・室町通上立売下る裏築地町93-1.6

上・一条通松屋町西入鏡石町23他

'97/12/24,

'98/1/6．8

1/13

1/20

2/9～27,3/2～23

3/16.17

3/13.16～19.23.26

'97/12/16～25,

,98/1/6～2/25,

3/13

-0.15m以下、黒褐色泥砂の地山。

-0.3mまで現代盛土。

-0.35mまで現代盛土。

NQ6;-0.75m以下、包含層2、落込（土師器)。

NQ7 -0.52mで路面。NQ9;-0.15m以下、包

含層3（土師器、須恵器)｡NQ10;-0.8mで包

含層。NQ11;-0.65mで黄褐色砂泥の地山を切

って池状の落込の西肩。NO14;-0.17mで室町

の包含層。

-0.6m以下、黒褐色砂泥の地山。

-0.54mで近世の包含層。-0.88mで中世の包含層。

NQ1 -0.69mで石垣の底部検出。下層より江

戸の包含層。NQ2;-1.79mまで江戸の濠。NQ

4;-1.54m以下、平安末期・中世の包含層(土

師器皿)｡NQ6;-0.52mで漆喰により補強され

た2段の石垣。-0.89m以下、褐色粘土の地山。

RH386

RH399

RH400

RH443

RH487

RH480

RH379
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遺跡名 所在地 調査日 調査概要 調査NQ 図版

田中構え跡

岡崎遺跡・

最勝寺跡・

成勝寺跡

岡崎遺跡・

延勝寺跡

岡崎遺跡・

法勝寺跡

岡崎遺跡・

法勝寺跡

岡崎遺跡・

法勝寺跡

岡崎遺跡・

成勝寺跡・

円勝寺跡

白河南殿跡

白河北殿跡

白河街区跡

左・田中門前町他

左・岡崎道(二条通・神宮道)交差点

左・岡崎成勝寺町他

左・岡崎法勝寺町30,30-2

左・岡崎南御所町地先

左・岡崎道(二条・冷泉通)交差点

左・仁王門通南側，神宮道～岡崎道地内

左・聖護院東寺領町地先

左・東丸太町39,39-2

左・新東洞院町252新洞小学校

3/27,4/23,8/20.24

3/9～13.16.23

'97/5/20.27,6/

3.12.13,'98/3／

30～4/15

2/10

'97/12/15．16．

18,'98/1/19

2/6．9

3/23,5/19～25

1/23

2/26.27

3/6．9

-3.6m以下、にぶい黄色砂礫の地山。

-1.1mまで現代盛土。

-2.35mで弥生～古墳の土擴、流路、平安の土

塘、中世の南北溝を検出。本文32ページ。

+0.09m以下、平安中期の包含層（土師器、軒

瓦)、-0.15m以下、古墳の包含層（土師器、須

恵器)。

-0.68mまで現代盛土。

-1.2mまで撹乱。

-0.92m以下、にぶい黄榿色砂泥の地山。

-1.28mまで遺構・遺物の検出できず。

-0.37mまで現代盛土。

-0.21mで近世の整地層を切って土擴（石蓋の

胞衣壷)。-0.8m以下、平安後期・末期の包含

層。-1.75m以下、黒褐色砂礫の地山。

KS499

KS476

KSO82

KS419

KS375

KS441

KS494

KS422

KS468

KS475

８
８
８
８
８
８
８
８
８
８

１
１

１

１

１

１

１

１
１
１

遺跡名 所在地 調査日 調査概要 調査No. 図版

上里北ノ町遺跡

中久世遺跡

中久世遺跡

大薮遺跡

樫原廃寺隣接地

西・大原野上里北ノ町･上里南ノ町･上羽

町･石見町地内

南・久世殿城町456-1,463

南・久世殿城町477-3～7

南・久世大薮町

西・樫原杉原町12-1

3/16～10/19

2/9

2/23.25

'97/5/13～6/27,

10/17～12/15,

'98/1/14

3/3．4

NO3;-0.78mで包含層(土師器)｡NO7;-0.37

mで中世の包含層（瓦器)。

-1.73mまで現代盛土・耕作土。

巡回時、工事終了。

NQ1；-0.52mで包含層（土師器)、-0.62m以

下、にぶい黄色粘土の地山。NQ3;-2.0m以下、

流れ堆積。NQ4；－2．1m以下、湿地状堆積。

-0.36mで近世の整地層。-0.46m以下、黄褐色

砂泥の地山。

MK488

０
３
０

４
６
５

４
４
０

Ｋ
Ｋ
Ｋ

Ｍ
Ｍ
Ｍ

MK472

５
１
１
１
１

－
一
一

９
０
０
０
９

１

２
２
２
１



洛東地区(RT)

鳥羽地区(TB)

－48－

遺跡名 所在地 調査日 調査概要 調査NQ 図版

南春日町廃寺

久我殿遺跡

西・大原野南春日町

伏・久我御旅町～久我本町地先

1/7.9.13.14.19.

26～28,2/2.25

'97/11/10~

12/24,

'98/1/9～26

-0.9m以下、黄褐色泥砂の地山。

NQl;-0.2m以下、流れ堆積、湿地状堆積。NQ

7;-0.2mで路面、-0.63mで近世の包含層。

NQ8;-0.3mで路面、-0.38m以下、近世の流

れ堆積。-1.3mで溝状遺構。NQ9;-0.23mで

路面、-0.42mで流れ堆積。NO10;-0.49m以下、

湿地状堆積。

MK390

MK333

19-3

20-2

遺跡名 所在地 調査日 調査概要 調査NC 図版

法住寺殿跡．

六波羅政庁跡

法性寺跡

法性寺跡

法性寺跡

四手井城跡
一

元 慶寺跡

左義長町遺跡．

山科本願寺跡

中臣遺跡

中臣遺跡

中臣遺跡

中臣遺跡

中臣遺跡

中臣遺跡

中臣遺跡

中臣遺跡

中臣遺跡

中臣遺跡

中臣遺跡

中臣遺跡

中臣遺跡

中臣遺跡

中臣遺跡

中臣遺跡

中臣遺跡

中臣遺跡

東・大黒町通五条下る袋町～大黒町通七条

上る西之門町地先

伏・深草車坂町1-51

東．福稲岸ノ上町7-2

東・本町十五丁目778

山・厨子奥矢倉町15-2

山・北花山寺内町15-2.5

山・東野舞台町～西野離宮町地先

地
地
地
地
地
地
地
地
地
地
地
地

号
号
号
号
号
号
号
号
号
号
号
号

３
２
，
ｍ
５
６
７
８
４
９
Ｍ
鴫

部
部
部
部
部
部
部
部
部
部
部
部

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

の
の
の
の
の
の
の
の
の
の
の
の

５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５

２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２

－
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
－

４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４

町
町
町
町
町
町
町
町
町
町
町
町

野
野
野
野
野
野
野
野
野
野
野
野

栖
栖
栖
栖
栖
栖
栖
栖
栖
栖
栖
栖

栗
栗
栗
栗
栗
栗
栗
栗
栗
栗
栗
栗

東
東
東
東
東
東
東
東
東
東
東
東

寺
寺
寺
寺
寺
寺
寺
寺
寺
寺
寺
寺

修
修
修
修
修
修
修
修
修
修
修
修

勧
勧
勧
勧
勧
勧
勧
勧
勧
勧
勧
勧

山
山
山
山
山
山
山
山
山
山
山
山

６
６
６

－
一
一

１
１
１

町
町
町

野
野
野

森
森
森

野
野
野

東
東
東

山
山
山

山・椥辻番所ケロ町38-2

山・東森野町1-4,11-4

山・勧修寺東栗栖野町4-25の一部13号地

2/27～4/28

2/24～26

3/13

1/23.26.28

2/13.16.17

'97/11/4,'98/1/14

1/14～30,2/2～17

1/8

1/8

1/8

1/13

1/21

1/21

1/21

1/21

1/28

1/28

1/28

1/28

2/16

2/19

2/19

3/3.4

3/25

3/17

-0.5mで平安末期の包含層（土師器、青磁、陶

器)｡-0.65m以下、灰白色粗砂の地山。

+0.8m以下、黄褐色粘土の地山。

-0.9mまで現代盛土。

-0.56m以下、焼土層（瓦）

-1.23mまで旧耕作土。

現代盛土のみ。

NQ6;-0.41mで路面。NolO;-0．7mで黄褐色

砂泥の地山を切って流路の東肩。

掘削工事なし。

-0.1mまで現代盛土。

掘削工事なし。

掘削工事なし。

巡回時、工事終了

巡回時、工事終了

-0.3mで砂泥層。

巡回時、

巡回時、

巡回時、

巡回時、

巡回時、

算
蝉
算
蝉
醇

終
終
終
終
終

了
了
了
了
了

-0.2mまで現代盛土。

-0.2mまで現代盛土。

-0.3mまで現代盛土。

-0.28mまで現代盛土。

巡回時、工事終了

巡回時、工事終了。

RT469

RT465

RT484

RT421

RT449

RT324

RT402

RT395

RT396

RT397

RT398

RT413

RT414

RT415

RT416

RT427

RT428

RT429

RT430

RT452

RT453

RT454

RT473

RT497

RT489

１
１
１
５
３
１
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２

ー

1■■■

－

－

－

－

1■■■

－

－

1■■■

－

－

1■■■

■■■■■■

－

。■■■

－

q■■■

一

一

一

一

q■■■

ー

22

23

23

23

21

21

21

21

21

21

21

21

21

21

21

21

21

21

21

21

21

21

21

21

21

遺跡名 所在地 調査日 調査概要 調査NQ 図版

吉祥院竹尻城跡

西飯食町遺跡

鳥羽離宮跡

鳥羽離宮跡

鳥羽離宮跡

鳥羽離宮跡

下鳥羽遺跡．

鳥羽離宮跡

下三栖遺跡

南・吉祥院西ノ内町32の一部

伏・深草極楽町748-1,749

伏・竹田内畑町地先

伏・竹田青池町

伏・竹田浄菩提院町～中島北ノロ町地先

伏・竹田内畑町7

伏・竹田泓ノ川町～下鳥羽芹川町地内

伏・横大路下三栖辻堂町，下三栖城ノ前町

1/28･30,2/2

2/23.25.26

'97/10/29～'98/4/13

1/8～27,2/13.

19.23.25.26

1/13.14

2/13

3/24～4/19

'97/11/5～'98／

12/22

+0.18m以下、室町・近世の包含層、近世の土塘。

-0.01mで近世の包含層。-0.19mで幅0.16m･

深さ0.07mと幅0.2m・深さ0.08mの畦状遺構。

NQ6 -1.27m以下、平安後期～末期の包含層

(土師器、瓦器、白磁、瓦)｡NQ15;-1.22mで

肩口に礫を貼り付けた落込、東西1.67mを確認。

NQ4;-1.5m以下、中世の包含層2(土師器、

瓦器)｡NQ7;-0.55mで近世以降の包含層。

-1.18m以下、湿地堆積、流れ堆積。

-0.4mまで耕作土。

NQ8;-1.5mで古墳の包含層。

-1.47mで中世以降の湿地堆積。

TB431

TB464

TB318

TB394

TB401

TB450

TB495

TB326

25-3

25-2

24

24

24

24

24

23-2



伏見・醍醐地区(FD)

長岡京地区(NG)

－49－

遺跡名 所在地 調査日 調査概要 調査NQ 図版

醍醐廃寺

醍醐廃寺

醍醐廃寺

醍醐廃寺

醍醐廃寺

伏見城跡

伏見城跡

伏見城跡

伏見城跡

伏・醍醐西大路町～北西裏町地先

伏・醍醐高畑町～醍醐北西裏町地先

伏・醍醐西大路町地先

伏・醍醐北西裏町他地内

伏・醍醐西大路町地内

伏・御堂前町621

伏・桃山長岡越中南町85

伏・大手筋通～南浜通，京町通～国道24号

線地内

伏・銀座一丁目346-1,347-1

'97/10/14～12/

24,'98/1/7～28,

2/2.3.23,3/2

'97/12/9～24,

'98/1/9～2/12

2/4～6.9.10.

12.16.18.23

3/13

2/4～6.9.10.

12.16.18.23

1/14

2/12.13

3/13～6/30

3/31

対象地の南半部（醍醐マーケット周辺）で飛鳥

の瓦包含層を検出。本文38ページ。

調査地全体、現代盛土(-0.45～1.0m)以下、

湿地堆積。

飛烏～平安の包含層を検出、瓦多量に出土。本

文38ページ。

-0.45mまで現代盛土。

飛鳥～平安の包含層を検出、瓦多量に出土。本

文38ページ。

-0.6m以下、近世以降の包含層。

-0.19mで近世以降の包含層、-0.34m以下、赤

褐色粘土の地山。

NQ3～5．7．11･13･14で近世以降の路面。

-0.17m以下、明褐色粘土の地山。

FD296

FD365

FD437

FD481

FD438

FD403

FD447

FD485

FD502

25-6

25-6

25-6

25-6

25-6

26

26

26

26

遺跡名 所在地 調査日 調査概要 調査NQ 図版

左京北辺二条十町

左京四条四坊十二町

左京八条三坊十二町

右京一条四坊十四町

１
１
－
３
２
１
昭
町
町
水
城
志
殿
師
世
束
久
羽
南
伏

伏・納所町293

西・大原野石見町

1/20

3/6.9

'97/9/10･16,10/1,

12/12,'98/1/16

'97/4/14～'98/3/31

巡回時、工事終了。

-1.34m以下、灰色粘土の地山。

-0.35m以下、河川敷の現代盛土。

新たに弥生～古墳の遺跡を確認。他に中世の南

北溝を検出。本文41ページ。

NG410

NG474

NG259

NGO26

１

５

一
一

28

28

25

19



111998年4～12月期（平成10年度）

平安宮(HQ)

－50－

遺跡名 所在地 調査日 調査概要 調査NQ 図版

大蔵省

大蔵省

大蔵省

大蔵省

大蔵省

大蔵省

内教坊

正親司

宴の松原

宴の松原

宴の松原

宴の松原

宴の松原

内蔵寮

左近衛府

左近衛府

右兵衛府

右兵衛府

右兵衛府

右兵衛府

真言院

南所

左兵衛府

東雅院

西雅院

西雅院

内匠寮

内匠寮

典薬寮

豊楽院

豊楽院

豊楽院

豊楽院

豊楽院

朝堂院

朝堂院

朝堂院

中務省

宮内省

宮内省

右馬寮

右馬寮

式部省

式部省

式部省

式部省

式部省

式部省

上・千本通一条下る西側西中筋町19-64

上・仁和寺街道六軒町西入四番町121

上．仁和寺街道七本松東入一番町90-1

上．千本通上長者町上る百万遍町85

上・仁和寺街道六軒町西入下る東入四番町151-62

上・千本通中立売下る亀屋町61-2

上・中立売通日暮東入新白水丸町地先

上・下長者町通七本松西入鳳瑞町225-27

上・下長者町通六軒町西入利生町291-1

上・七本松通出水下る七番町356

中・聚楽廻西町166-11

中・聚楽廻西町60-2

０
５
１
７
４
３
町
町
門
番
長
六
入
入
東
西
松
本
本
千
七
通
通
町
売
者
立
長
下
下
上
上

上・下長者町通松屋町東入東辰巳町118

上・下長者町通松屋町西入東辰巳町地先

３
３
３

－
一
一

８
８
８

９
９
９

３
３
３

町
町
町

之
之
之

下
下
下

る
る
る

下
下
下

売
売
売

立
立
立

下
下
下

通
通
通

前
前
前

御
御
御

上
上
上

上・下立売通御前東入西東町344,344-6

上・下立売通千本西入稲葉町439

上・下立売通智恵光院西入中村町525

上・松屋町通出水下る一丁目地先

上・松屋町通椹木町上る二丁目638.640-1

５
３
８
８
－
－
７
７
４
４
７
７
町
町
院
院
西
西
入
入
西
西
る
る
上
上
町
町
太
太
丸
丸
通
通
暮
暮
日
日
上
上

上・御前通下立売下る下之町424-3

上・御前通下立売下る下之町地先

中・聚楽廻松下町8-19

中・聚楽廻西町地先

中・聚楽廻南町8-7

中・聚楽廻中町51-23

中・聚楽廻中町地先

中・聚楽廻中町51-8

中・聚楽廻東町24-5

中・西ノ京小堀町

中・西ノ京小堀町2-52

上・浄福寺通丸太町下る西入主税町1056-1

上・丸太町通智恵光院下る主税町1119

上・竹屋町通千本東入主税町1218-2

３
５
３
一
一
７
６
１
町
町
寮
寮
馬
馬
右
右

｛
泉
｛
泉

ノ
ノ
西
西
中
中

中・西ノ京式部町438号地

中．西ノ京式部町43

地
地
地

号
号
号

３
７
６

３
３
３

４
４
４

町
町
町

部
部
部

式
式
式

｛
泉
｛
泉
一
泉

ノ
ノ
ノ

西
西
西

中
中
中

中・西ノ京式部町43-2

6/16～18

5/22

7/9

8/28,9/1～3．8

11/4

7/6．7

5/6．15

11/24

4/21.22

6/23

7/13

9/16.17

6/16.18

6/12.16

8/3

12/21.22

9/28

9/28

9/28

7/3.6～10

6/2

6/29.30

12/21

6/1．2

12/14

12/14

4/20.21

12/16

6/15

6/3～5

4/2

6/22.23,7/15

11/5．6．9

6/22.23.29,7/1.2

8/19.20

4/1．2．6

4/28.30

12/25

4/17

6/1

7/7

7/10

4/6.7

7/17

7/17

7/17

7/17

10/19.20

巡回時、掘削終了。

+0.26m以下、黄色混礫泥砂の地山。

-1.5mで近世の包含層。

-1.0mで包含層（土師器)。

-0.8mまで現代盛土。

-0.75mで江戸の包含層。

-0.45mまで現代盛土。

掘削工事なし。

-0.45mで江戸の包含層。

-1.5m以下、黄榿色粘土の地山。

掘削工事なし。

-0.2m以下、時期不明の整地層。

-0.34mまで近世層。

-0.33mで江戸の包含層。

巡回時、工事終了

巡回時、工事終了

巡回時、掘削終了。

巡回時、工事終了

巡回時、工事終了

NQ3;-1.3mで明黄褐色粘土の地山を切って江

戸の土塘2｡NQ4;-0.48mで時期不明の包含

層

巡回時、工事終了

-0.4mまで現代盛土。

-0.8mまで現代盛土。

-0.5mで包含層（土師器)｡-0.72m以下、にぶ

い黄褐色砂礫の地山。

-0.3mまで現代盛土。

-0.3mまで現代盛土。

-0.15m以下、時期不明の包含層2(土師器)。

-0.4m以下、にぶい黄褐角砂泥の地山。

-0.07mで平安の包含層（土師器)。

-0.12mまで現代盛土。

撹乱のみ。

-0.12mまで現代盛土。

巡回時、工事終了

-0.84mで明褐色泥砂の地山を切込む時期不明

の東西溝、幅0.7m･深さ0.3m。

巡回時、工事終了

-0.6mまで現代盛土。-1.1mまで時期不明の整地層。

-0.35mまで現代盛土。

NQ1;-0.27mで江戸の包含層。-0.87m以下、

黄榿色礫の地山。NQ2;-0.1mで江戸の包含層。

-0.45m以下、NQ1と同一の地山。

巡回時、工事終了。

+0.04mで江戸の包含層。

-0.4mまで現代盛土。

掘削工事なし。

-1.0mまで撹乱。

掘削工事なし。

。
。
○
．

土
土
土
土

盛
盛
盛
盛

代
代
代
代

現
現
現
現

で
で
で
で

ま
ま
ま
ま

ｍ
ｍ
ｍ
ｍ

５
５
５
５

１
１
１
１

０
０
０
０

－
一
一
一

工事掘削なし。

HQ100

HQO58

HQ130

HQ190

HQ264

HQ126

HQO38

HQ284

HQO21

HQO79

HQ137

HQ208

HQ101

HQO96

HQ167

HQ315

HQ222

HQ223

HQ224

HQ123

HQO81

HQ117

HQ316

HQO74

HQ305

HQ306

HQO18

HQ310

HQO97

HQO85

HQOO6

HQ104

HQ269

HQ105

HQ179

HQOO1

HQO31

HQ320

HQO17

HQO72

HQ128

HQ135

HQOO9

HQ143

HQ144

HQ145

HQ146

HQ241

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

１
１
１
１

１
１
１

１
１
１
１
１
１

１
１
１
１

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
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遺跡名 所在地 調査日 調査概要 調査NQ 図版

式部省

式部省

中・西ノ京式部町43-2

中・西ノ京小堀町2-103他3筆

12/9

6/26

-0.15mまで現代盛土。

-0.2mまで現代盛土。

HQ298

HQ114

１
１

遺跡名 所在地 調査日 調査概要 調査NC 図版

一
一
条大路

条大路

朱雀大路

町
町
三
四
坊
坊

一
一
一
一
一

辺
辺
北
北

一条二坊四町

一条二坊十一町

二条三坊九町

三条三坊十五町

二条三坊十四町

二条三坊十四町

二条三坊十五町

二条四坊十五町

二条四坊七町

二条四坊八町

二条四坊十二町

二条四坊十三町

二条四坊十四町

二条四坊十五町

三条一坊一町

町
町
町

一
一
一
一
一
一
一
一

十

坊
坊
坊

一
一
一
一

条
条
条

一
一
一
一
一
一
一
一
一

三条二坊七町

１
１
－
－
４
４
９
９
２
２
町
町
内
内
之
之
堂
堂
革
革
入
入
西
西
寺
寺
福
福
浄
浄
通
通
条
条
一
一
上
上

中・西ノ京小堀町～西ノ京南聖町地先

上・葭屋町通上長者町上る南俵町331,332

上・一条通室町西入東日野殿町395,396

上京中学校

上・黒門通下立売下る森中町602

上・東堀川通出水下る四丁目196-3.4

中・丸太町通室町東入常真横町190-5

中・車屋町通御池上る仲保利町～車屋町通

夷川上る少将井御旅町

中・車屋町通夷川上る少将井御旅町344-1

中・東洞院通竹屋町下る三本木五町目

475-2他

中・車屋町通竹屋町上る砂金町403,406

中・烏丸通丸太町光り堂町～丸太町通寺町

下御霊前町

中・丸太町通南側，烏丸～寺町通地内

中・二条通烏丸通～寺町通間地内

中・二条通柳馬場東入晴明町674

中・二条通,烏丸～寺町通間他地内

中・麩屋町通夷川上る笹屋町471-1

中・御幸町通竹屋町上る毘沙門町534

中・西ノ京北聖町他地内

中・西ノ京職司町26-9他3筆

中・西ノ京池ノ内町30-6

中・新シ町通御池下る大文字町239-7

中・堀川通押小路下る池元町地先

7/15

4/23

6/8～18.29,7/3

6/23

10/5.7.9

8/5.6.10.18.20.21

5/22.25.26

7/17.28.29

4/21.22,5/8

6/23.25.29,7/7．8

11/13.16

4/27,5/1.11.19

～22

9/25･29･30,10/

1.2.6.12.27.28

11/5

6/9～30,7/3･7･

8.22～29,8/3～

24

5/27.28,6/1～

30,7/2～6,8/3～

18,9/1.18,11/5

8/25.26,9/1

10/27.28,11/5．

6.16,12/8.17

10/28･30,11/5

12/11

7/10～24,8/3．1

8.24.31

8/17～19.24

7/7

5/14.15.19

6/22.23.29.30

-0.2m以下､近世の包含層。

-0.2mまで現代盛土。

NQ2;-0.9mで時期不明の池状堆積の南肩。NQ

3;-0.95mで池状堆積。-1.45mでオリーブ粘

土の地山。NQ4;-1.3mまで近代の石垣。－1．3

m以下、近世の土層。

-0.4mまで現代盛土。

+0.32mで近世以降の土層。

-0.82mまで江戸の包含層。

-0.17mで室町の包含層。-0.41m以下、赤褐色

砂泥の地山。

-1.1mで鎌倉の包含層、-1.3m以下、榿色砂泥

の地山。

-0.9mまで現代盛土。

NQ2;-0.53m以下、洪水層と整地層の互層、

-1.24mで包含層（土師器)｡NQ3;-1.0mで江

戸の包含層。

Nol;-1.2～1.43mに室町の包含層（土師器、

陶磁器)、-1.35mで室町の土塘（土師器)。

NQ2;-2.1mで黄褐色砂泥の地山を切込む平安

後期の井戸（土師器、須恵器、白磁)。

NQ1;-1.33mで黄褐色粘土の地山を切込む室

町の南北溝。No2;-0.73m以下、室町・江戸

の包含層各1.-1.21mで時期不明の土擴｡-1.28

m以下、にぶい黄褐色粘質砂泥の地山。

NQ1;-1.1～1.4mで鎌倉の包含層2(土師器、

瓦器、白磁)。

NQ8・10の2箇所で時期不明の包含層。

NQ1;-1.46mで時期不明の包含層。Nq5；

-1.37mで室町の包含層。

-0.4～1.6mまで近世の氾濫堆積。-0.82mで江

戸の包含層。

NQ1～3;-0.18～1.75mまで二条大路の路面

16｡-1.75m以下は流れ堆積。-1.0mで室町の

路面（土師器、瓦）

-1.05mで平安の包含層（土師器、瓦)｡-1.6m

以下、にぶい褐色砂礫の地山。

-0.3mまで現代盛土。

NQ1;-0.35mで整地層、-0.84mで褐色砂礫の

地山を切込む落込。NQ4;-0.75mで灰黄褐色

砂礫の地山。

-1.01mで灰黄褐色砂礫の地山。

-0.66mで江戸の落込の北肩。

-0.67m～1.21mまで中世の包含層（土師器、

陶器)｡-1.21m以下は流れ堆積。

夜間工事のため未調査。

HL139

HLO26

HLO88

HL109

HL230

HL170

HLO59

HL147

HLO22

HL107

HL280

HLO30

HL220

HLO90

HLO67

HL187

HL254

HL257

HL303

HL136

HL174

HL129

HLO51

HL106

２
２
２
２
３
２
２
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
２
２
２
２
２
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遺跡名 所在地 調査日 調査概要 調査NQ 図版

町
町
七
七
坊
坊

一
一
一
一

条
条

一
一
一
一
一
一

三条二坊十一町

三条二坊十一町

三条二坊十三町

三条三坊一町

三条三坊八町

三条三坊九町

三条三坊十町

三条四坊五町

町
町
八
八
坊
坊
四
四
条
条

一
一
一
一
一
一

三条四坊八町

三条四坊九町

三条四坊十六町

四条二坊五町

四条二坊十町

四条三坊一町

四条三坊二町

四条四坊五町

四条四坊九町

四条四坊十一町

四条四坊十三町

中・堀川・御池通交差点地内

中・猪熊通御池上る最上町391-1～3，

392-4.5,394-6

中・押堀町45-3～上樵木町504

中・御池通堀川東入押堀町他地内

中・猩々町地内（仮)猩々公園建設地

中・二条通新町西入正行寺町684,685,頭町3-2

中・衣棚通二条下る上妙覚寺町221,223-1

中・両替町通押小路下る金吹町480

中・室町通押小路下る御池之町301

中・堺町通御池下る丸木材木町地先

中・押小路通柳馬場西入竹屋町152-3

中・堺町通二条下る杉屋町636-1.2

中・二条通柳馬場西入観音町72-1他

中・二条通柳馬場東入清明町655

中・御幸町通二条下る山本町434,436-1

下・四条通堀川西入唐津屋町524-3

中・堀川通六角下る壺屋町255,256

中・新町通三条下る三条町325

中・西洞院通六角下る池須町416-1

中・堺町通四条上る八百屋町555

中・柳馬場通三条下る槌屋町98-2

中・柳馬場通蛸薬師下る十文字町437

下・四条通御幸町西入奈良物町373

9/4.9

9/16.18.25.28,

10/6．9

7/28

5/19

12/11.14

5/14～25

4/1.2.6.13

5/6．7．11

10/22･26･27

7/23～30,8/3~

25,9/1

7/9.10.13～16.21

9/2．3．7．8

4/27.28,5/6．7．11

6/25.29.30

4/15

5/6．15

7/15～17.21.22

7/21～23

5/25～28,6/1

9/25.28~30,10/2･5

10/28･30,11/5

11/5.6.9

4/13～17.20～23

夜間工事のため未調査。

-1.55mで室町の包含層、-1.65m以下で平安後

期の池状堆積。

No1;-0.6mで時期不明の包含層。-0．8mで、

にぶい黄褐色砂泥の地山。NO2;-1．2mでオリ

－ブ褐色微砂の地山。NQ3;-0.65mで室町の

包含層（土師器、凝灰岩)｡-0.9mで黄褐色細

砂の地山。

-1.75mまで撹乱○他は全て夜間工夢事

NQ1;-1.0mで室町の包含層（土師器、瓦器)。

NQ2;-0.9mで室町の包含層（土師器、瓦器)、

-1.23mで鎌倉～室町の包含層。-1.5mで平安

中期の包含層（土師器)、-1.58m以下は黄褐色

粗砂の地山。

-0.2mで焼土、-0.65mで粗砂礫、-1.7mで固

<締まった土層。

-0.17m以下、焼土層、洪水層、-1.97m以下、

にぶい黄褐色粗砂の地山。

-1.48m以下、室町の湿地堆積（土師器、陶器、

軒瓦)。

NQ1;-1.85mで室町の包含層(土師器)｡-2.45

mで褐色砂礫の地山。NQ2;-1.63mで室町の

包含層。-2.2mで明褐色砂礫の地山。

NO1;-0.7～1.2mで近世の路面5。

-1.1mまで近世以降の土層。

-1.54mで中世の包含層。-2.13m以下、古墳の

包含層（布留式土師)、-2.78m以下、流れ堆積。

NQ1;-1.8mで平安後期～中世の落込。-2.03

m以下で平安後期の落込3｡NQ2;-2.4mで江

戸初期の土擴4.-1.98m以下、にぶい黄褐色

粘土の地山。NQ3;-1.6mで二条大路路面、

-1.64m以下、黄褐色砂泥の地山。

-0.1m以下、焼土層2，-0.9mで洪水層、-1.2

mで江戸の包含層。

-0.85mまで現代盛土。

-0.25mで平安の包含層（土師器、緑釉陶器、

瓦)｡-1.05m以下、褐灰色粗砂の地山。

-1.45mで江戸以降の整地層。-1.55m以下、黄

褐色砂礫の地山。

NQ1;-1.08m以下､平安末期～鎌倉の包含層7

(土師器､瓦器､輸入陶磁器、銭貨)｡No2;-1．6

m以下、平安末期～鎌倉の包含層9（土師器、

瓦器、輸入陶磁器)｡NQ1･2は同一の土嫡。

NQ1;-0.32mで江戸の包含層、-0.6mで鎌倉

の落込（土師器)、-0.6m以下、黄灰色粗砂の

地山。NO2;-0.25mで江戸の包含層、-0.85m

以下、にぶい黄褐色細砂の地山。

-1.5mまで近世層。

-1.34mまで近世層。

-1.8mで江戸の包含層。

NO1;-0.65m以下、四条大路路面6，-1．5m

で流れ堆積。NO2;-1.77mで平安末期～鎌倉

の落込（土師器、瓦器、白磁)｡-2.57m以下、

暗灰黄色砂礫の地山。NQ3;-1.48mで室町の

包含層。-1.64m以下、黄褐色砂泥・粗砂礫の

地山。

HL203

HL209

HL156

HLO55

HL304

HLO52

HLOO2

HLO28

HL244

HL153

HLl31

HL197

HLO27

HL112

HLO16

HLO35

HL140

HL148

HLO61

HL217

HL258

HL270

HLO14

２
２
２
２
２
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
４
４
５
５
５
５
５
５
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遺跡名 所在地 調査日 調査概要 調査NQ 図版

五条一坊一町

町
町
六
八
坊
坊

一
一
一
一

条
条
五
五

五条二坊八町

五条二坊九町

町
町
九
九
坊
坊

一
一
一
一

条
条
五
五

五条二坊十四町

五条三坊八町

五条三坊十三町

五条三坊十六町

五条四坊十三町

五条四坊十四町

五条四坊十四町

五条四坊十四町

五条四坊十六町

六条一坊二町

六条二坊十五町

六条三坊一町

町
町
三
九
坊
坊

一
一
一
一
一
一

条
条

一
ハ
ー
ハ

町
町
町

九
十
一
十

坊
坊
坊

一
一
一
一
一
一
一
一
一

条
条
条

一
ハ
ー
ハ
ー
ハ

六条三坊十五町

六条三坊十六町

六条四坊九町

七条一坊十五町

七条二坊三町

七条二坊十五町

七条三坊八町

七条三坊十三町

中・壬生梛ノ宮町11-14.15

下・岩上通仏光寺下る徳屋町425

下．堀川通四条下る四条堀川町261-1

下・堀川通四条下る四条堀川町257

下・油小路通四条下る石井筒町525-1,527,

529

下・油小路通四条下る石井筒町545

下・油小路通四条下る石井筒町531

下．西洞院通仏光寺下る本柳水町768

下・室町通四条下る鶏鉾町491他20筆

下・烏丸通松原上る東側因幡堂町728-1.3

下・四条通東洞院下る元悪王子町

下・寺町通高辻下る京極町504,504-1

下・御幸町通仏光寺下る橘町元開地小学校

下．麩屋町通仏光寺下る鍋屋町248-2

下・寺町通仏光寺下る恵美須之町539

下・四条通御幸町西入奈良物町374

下．中堂寺坊城町26光徳小学校

下・東中筋通五条上る天使突抜町二丁目408

下・松原通新町西入薮下町22-1

下．新町通楊梅下る姪子町123-1

下．松原通烏丸西入玉津島町312

下．万寿寺通烏丸西入御供石町351-1

下・室町通五条上る阪東屋町276,278,279

下・烏丸通五条下る大坂町382-1.2

下・五条通烏丸東入松屋町411,431,431-1

下・東洞院通松原下る大江町539

下・松原通富小路東入松原中之町490-2

下・大宮通花屋町下る大宮二丁目583

下・堀川通花屋町下る本願寺門前町60他

下・東中筋通花屋町下る柳町328

下．烏丸通七条上る常葉町754

下・不明通七条上る粉川町229

12/14～18.21

6/23.24

4/10･13

6/19．22～24

5/15.21.26～28,

6/1～8

6/16

7/9･10.13･21～23

4/27.28･30,5/7

8/3.4.18～21.

24.31,9/1～4

6/2～4．24

8/19～21.24

6/24～26.29

6/24～26,10/2

7/6

10/13～30,11/4

4/10･13～16

11/5

9/25.29,10/2.5.6

10/28～30

5/12.13

7/6.21～23

11/10.13･16.18

5/6.7.11.12

6/2～4．8

10/29,11/4

4/22.24

5/11.12

8/24

12/15

9/25.28～30

8/19

11/10.11

NQ1;-1.43mで近世の泥土堆積。-1.8m以下、

暗オリーブ色砂礫の地山。NQ2 -1.6mで平安

中～後期の南北溝(土師器､白磁､瓦)、幅1.0m．

深さ0.2m｡-1.9m以下、暗オリーブ色砂礫の

地山。

-1.4m以下、明黄褐色泥砂の地山。

-0.25mで江戸の土擴。-0.9m以下、にぶい褐

色砂泥・砂礫の地山。

-0.9mで鎌倉の包含層（土師器、青磁、瓦）

-1.4m以下、褐色粗砂の地山。

-1.08mで江戸の土壌1、室町の土擴2(土師

器､瓦器､陶器)、平安の土擴1（土師器)。-1.51

m以下、褐色砂泥の地山。

巡回時、工事終了

-1.07m以下、江戸の整地層3｡-1.67m以下、

褐色粘土の地山。

-0.14mで包含層（陶器)、-0.76m以下、流れ

堆積。

NQ1．2;平安～鎌倉の包含層、鎌倉の土擴検

出。NQ3;弥生中期の溝。1991年度発掘調査地。

本文16ページ。

-0.5mまで現代盛土。

-1.55mで室町後期の包含層（土師器、陶器)。

-0.5m以下、氾濫堆積。

-0.99mで江戸の包含層。

-1.95mまで撹乱。

NO2 -1.1m以下、整地層3,-1.25mで平安

後期の土壌6｡NO3;-0.15m以下、平安後期

~鎌倉の包含層（土師器、須恵器、灰釉陶器、

青磁)。

-0.68m以下、江戸の包含層2．

-0.4mまで現代盛土。

-0.4m以下、江戸時代の包含層。

-1.10mで中世の土塘（土師器、青磁)、以下は

流れ堆積。

-0.3mまで現代盛土。

-1.8mで江戸の整地層。-2.4mで黄榿色砂礫の

地山

-0.75～1.15mに時期不明の整地層2．

-1.66m以下、流れ堆積。

Nol;-0.9mで江戸の包含層。-1.29mで平安

後期の土壌（土師器、須恵器)、落込（土師器)、

平安の包含層（土師器、須恵器)｡-1.69m以下、

黄燈色細砂の地山。NQ2;-1.5mで平安の包含

層

-1.1mまで現代盛土。

-0.78mで江戸の包含層。-1.0mで中世の包含

層。-1.25m以下、流れ堆積。

-2.07m以下、平安前期の包含層2(土師器、

須恵器、緑釉陶器、灰釉陶器、褐釉陶器)、平

安以前の包含層4．

-1.6m以下、流れ堆積。

-0.31mまで現代盛土。

NQ1;-1.0mで鎌倉の包含層（土師器)、-1.07

mで時期不明の整地層。NQ2;-1.66m以下で

粗砂

-0.35mまで現代盛土。

-0.8～1.2mまで近世の湿地堆積。

HL307

HL108

HLO13

HL103

HLO53

HLO98

HL132

HLO29

HL165

HLO82

HL180

HL111

HL110

HL125

HL234

HLO12

HL271

HL219

HL256

HLO46

HL124

HL275

HLO33

HLO83

HL260

HLO23

HLO41

HLl84

HL308

HL218

HL181

HL276
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４
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４
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４
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平安京右京(HR)
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遺跡名 所在地 調査日 調査概要 調査NQ 図版

七条三坊十六町

七条三坊十六町

町
町
五
八
坊
坊
四
一
条
条
七
八

八条一坊八町

八条二坊十町

八条二坊十三町

八条三坊二町

町
町
八
二
坊
坊
三
四
条
条
八
八

町
町
町
町

九
八
九
四

坊
坊
坊
坊

四
一
二
四

条
条
条
条

八
九
九
九

下・東洞院通花屋町下る富田町373

下・不明門通六条下る仏具屋町

下・七条通高倉東入材木町476

下・観喜寺町1-1,2

下・観喜寺町1

下・油小路通木津屋橋下る北不動堂町480

南・西九条北ノ内町41

下・京都駅地区土地区画整理事業内

(その3）地内

下．七条通新町東入西境町159

下・東洞院通七条下る東塩小路町547-4.5

下・郷之町153-1.2.13

南・壬生通八条下る東寺町541

南・西九条池ノ内町93-3.4

南・東九条中御霊町55陶化小学校

10/29.30

10/26

8/5

5/25～27

4/15～17.20～

24.28

11/6．9

8/24～26.31

10/12.13

11/4．5

10/26･27

4/3

7/30･31,12/22

8/31,9/3

10/26

NQ1;-0.73m以下、平安～近世の包含層。NQ

2;-1.01mで鎌倉の包含層（土師器)｡-1.41

m以下は砂礫層。

-0.7mで室町の包含層。-1.07mで黄榿色砂泥

の地山。

-1.0m以下、氾濫堆積。

Nol;-0.3mで平安末期～鎌倉の包含層（土師

器､瓦)､-0.4mで平安末期の土擴。NQ2;-0.64

mで、にぶい黄燈色砂泥の地山を切込む平安末

期の池（土師器、瓦）

-0.82mで時期不明の包含層。-1.09m以下で流

れ堆積と湿地堆積の互層。

NO1;-0.17mで江戸の包含層、-0.72mで室町

の包含層（土師器、瓦器)、-0.82mで鎌倉～室

町の包含層（瓦器、陶器、白磁)。

-1.2～1.9mまで氾濫堆積。-1.9mでオリーブ

色砂礫の地山。

-1.1m以下、近世以降の土層。

-0.52～1.26mまで路面3。

-0.75mで中世の包含層（青磁)｡-1.1m以下、

流れ堆積。

-0.8mまで現代盛土。

-0.69mまで細砂層。

-0.8m以下、粗砂、砂礫の流れ堆積。

-0.4mまで現代盛土。

HL259

HL249

HL171

HLO62

HLO15

HL272

HL183

HL235

HL267

HL248

HLOO7

HL160

HL191

HL250
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７
６
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６
６
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７
７
７
６
６
７

遺跡名 所在地 調査日 調査概要 調査NQ 図版

一条大路

一条二坊二町

一条二坊六町

一条二坊十二町

一条二坊十五町

一条三坊三町

二条四坊八町

三条一坊一町

三条一坊四町

三条一坊五町

三条一坊十六町

三条二坊十二町

三条四坊五町

四条一坊一町

上・一条御前通東入西町25

上・御前通下立売上る天満屋町308の一部，

上ノ下立売通御前西入大宮町476の一

部

上・上ノ下立売通御前西入堀川町512,514

中・西ノ京北円町59

中・西ノ京中保町24-1

中・西ノ京中保町他地内

右・太秦安井車道町4-3.4

中・西ノ京栂尾町～西ノ京小堀町

中・西ノ京栂尾町地内

中・西ノ京小倉町1-5の一部

中・西ノ京船塚町地内

２
８
１
一
一
６
５
２
町
町
建
前
新
宮
京
内
ノ
ノ
西
山
中
右

中・壬生天池町地先

12/7

11/2.5

5/25～27,7/16,

8/10.11

8/4～6.10.17.

18.21.24～27

6/8～12.15.16

5/7.8.12.13.19

～22

10/7～9．12

4/7.8,5/11･13．15

9/21･28,10/2

8/4．5

12/7.14.17.21

4/6.7

9/16.17

12/1

-0.2mまで現代盛土。

-0.5mまで現代盛土。

NQ4;-1.41m以下、明黄褐色砂礫の地山。NQ

5；-1.0mでオリーブ色砂泥の地山を切って平

安の土擴2（土師器、瓦）

NQ2;-0.67mで平安の包含層(土師器)｡-0.97

mで中世の土取り土擴3（土師器)｡NQ3;+

0.07mで平安前期の包含層（土師器、須恵器、

緑釉陶器)｡-0.83mで榿色粘土の地山。

平安の落込の北肩、平安前期の井戸状遺構。本

文18ページ。

NQ1;-0.2mで室町の路面（土師器)｡-0.6m

で流れ堆積。-0.95m以下、明黄褐色粘土の地

山

NQ1;+0.1mで平安後期の包含層。-0.3mで

明褐色砂泥の地山を切って平安の土擴。NQ2；

-0.1mで平安後期の石組井戸。NQ3;平安の包

含層、土擴。

NQ1～5;-0.7m以下、砂礫の地山。

巡回時、掘削終了。

-0.86mで包含層（土師器)。

-1.1mで灰黄色粘土の地山。

-2.02m以下、平安中期の池状堆積（土師器)。

-0.42mで包含層（土師器)｡-0.72m以下、灰

白色泥土の地山。

-1.4mまで撹乱。

HR295

HR262

HRO64

HR149

HRO89

HRO39

HR231

HRO10

HR215

HR169

HR296

HROO8

HR211

HR289

９
９
９
９
９
８
８
９
９
９
９
９
８
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遺跡名 所在地 調査日 調査概要 調査NQ 図版

四条一坊一町

町
町

一
ハ
ー
ハ

坊
坊
一
一
一

条
条
四
四

四条二坊六町

四条二坊九町

四条二坊十五町

五条一坊二町

町
町
四
一
坊
坊
一
一
一

条
条
五
五

五条二坊九町

五条二坊十町

五条三坊四町

五条四坊十三町

六条一坊三町

六条二坊四町

六条二坊十六町

六条三坊一町

六条三坊十五町

七条一坊六町

七条二坊二町

七条二坊三町

七条二坊八町

七条二坊八町

七条三坊十一町

七条四坊二町

八条一坊十六町

中・西ノ京栂尾町～壬生朱雀町地先

中・壬生花井町3

中・壬生淵田町18-2

中・壬生淵田町10-7

右・西院上今田町25の一部

右・西院下花田町～西院巽町地先

中・壬生高樋町50-2

中・壬生松原町16

中・壬生東土居ノ内町20朱雀第七小学校

右・西院高山寺町4-1

右・西院三蔵町32-5.6

右・佐井西通,高辻北通～五条通及び高辻

北通,佐井西通～佐井通地内

右・西院西田町82

下・中堂寺南町54-13

下・西七条東御前田町34

右・松原通，佐井通～西大路通地内

右・西院西寿町20-3

右・西院久保田町6-6の一部,6-7の一部，

6-13の一部,6－15の一部

下．朱雀宝蔵町24－1

下・西七条掛越町～西七条東石ヶ坪町

下・西七条市部町132

下・西七条西石ヶ坪町5七条第三小学校

下・西七条御前田町44

９
２
－
－
８
０
１
１
町
町
田
坪
反
ノ
三
町
極
極

｛
泉
｛
皐

西
西
右
右

下・西七条南東野町16-2

7/9～31,8/3.18

～20

11/16.18

9/2～4

5/27.28,6/1

4/8

8/4～24,9/7～

30,10/2

10/20･22

11/16,12/9

10/26.27,11/4

～6．14

10/22,11/2

11/2．4

8/31～11/2

12/4.8

4/20

7/31,8/3．4

10/19.20.23,11／

2.4～6.9.10.12

8/3.4

4/20～23

8/17～20

9/2～29,10/2～

28,11/2～6．19

5/6～8

10/26.27,11/4

～6．19

11/10.11

12/25

11/4.5.9.10

6/1．3．4

-1.3mで褐色砂礫の地山。

-0.3mまで現代盛土。

NO2;-0.35mで平安の包含層（土師器、須恵

器)､-0.5m以下､灰色微砂の地山。NQ3;-0.73

mで平安の包含層（緑釉陶器、瓦)、-1.05m以

下、青灰色微砂の地山。

-0.35mで、弥生か古墳の柱穴状遺構。-0.43m

以下、灰黄色砂泥の地山。

-1.21m以下、包含層2(土師器)。

Nu2;-0.5m以下、佐井川の堆積。-0.4mで護

岸の杭3本残存。No3～5

川の堆積（須恵器)。

-0.6m以下、佐井

-0.47mで平安前期の包含層。-0.84m以下、湿

地堆積。

-0.14mまで現代盛土。

巡回時、工事終了。

-0.55mで平安の包含層、-0.67mで平安前期の

池状堆積（土師器、須恵器)。

-0.16mで包含層（土師器、緑釉陶器)｡-0.43

m以下、オリーブ灰色砂礫の地山。

NQ2;-0.7mで平安前期の包含層｡NQ4;-0.75

mで時期不明の包含層。-1.05mで古墳の包含

層。No6;-0.43mで平安前期の宇多小路西側

溝（土師器、須恵器、木片)｡No8 -0.73mで

時期不明の路面、-1.14mで瓦を含む東西方向

の落込、-0.8mで杭、-0.7mで横板検出。道祖

大路・高辻小路の交差部にあたる｡NQ9;-0.57

mで時期不明の包含層、-0.7mで時期不明の落

込。NO10;-1.14mで宇多小路東側溝(緑釉陶器)。

NO13;-0.8mで平安の包含層（須恵器)。

-0.33mまで旧耕作土。．

-0.3mまで現代盛土。

-0.98m以下、黄榿色砂礫の地山。

-0.67mで佐井川の堆積（須恵器)｡-1.38m以

下、緑灰色粘土の地山。

-0.88m以下、黄榿色砂泥の地山。

-0.62mで弥生の包含層を切って土擴。-0.74m

以下、にぶい黄褐色粘土の地山。

NO1;-0.48mで暗オリーブ色泥砂の地山。NQ

2;-0.46mで包含層（瓦)。

NQ2;-0.4mで平安の包含層（土師器、須恵器

甕)｡-0.72m以下、灰褐色混礫・粗砂の地山。

NQ3;-0.4mでNO2と同一の包含層。

NQ1;-0.78m以下、にぶい榿色粘土の地山。

NQ2;-0.48mで平安前期の土塘（土師器甕・

ミニチュア羽釜､須恵器甕・蓋･杯､土馬)、－0．51

mで平安前期の西大宮大路西側溝(土師器、瓦）

を切って平安後期の土擴。

巡回時、工事終了。

-0.2mまで現代盛土。

-1.0m以下、オリーブ灰色砂礫の地山。

NQ1;-2.35m以下、褐色砂礫の地山。NQ2；

-0.7mで平安の包含層（土師器)。

-0.8m以下、褐色砂礫の地山。

HR133

HR282

HR198

HRO66

HRO11

HR168

HR240

HR281

HR251

HR247

HR263

HR192

HR293

HRO19

HR162

HR242

HR166

HRO20

HR175

HR199

HRO36

HR252

HR274

HR322

HR268

HRO73

11

11

11

11

11

11

11

11

11

11

11

10

10

11

11

11

10

10

13

13

13

13

13

12

12

13



洛北地区(RH)
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遺跡名 所在地 調査日 調査概要 調査NQ 図版

八条二坊六町

八条二坊八町

八条二坊十二町

八条二坊十三町

八条二坊十五町

町
町
町
町
町
町
町
町
町
町

五
六
十
三
五
八
一
二
五
五

十
十
十
十
十
十
十

坊
坊
坊
坊
坊
坊
坊
坊
坊
坊

四
一
一
一
一
二
三
三
三
四

条
条
条
条
条
条
条
条
条
条

八
九
九
九
九
九
九
九
九
九

下・梅小路石橋町20

下・西七条南西野町46-2

下・七条御所ノ内本町68-1.3

下・七条御所ノ内本町15

下・南･西塩小路通一筋北通～八条通,西高

瀬川東通～佐井東通地内

右・西京極芝ノ下町29-1西京極小学校

南・唐橋花園町43,44

南・唐橋門脇町36

南・唐橋西寺町5

南・唐橋門脇町10

下・梅小路高畑町14～16

南・吉祥院西ノ庄猪之馬場町1

南・吉祥院西ノ庄猪之馬場町1

南・吉祥院前河原町33-2

南・吉祥院大河原町8

4/2.3.6.15.16

12/8･10

12/1

6/17

7/1～11/2

9/30,10/2.7～13

5/25～27

12/1

9/14.16

8/11

5/22

9/8．9

7/22.23

8/17～20

10/22

N01．2;-0.54mで近世の東西方向の流路。

NQ3;-0.55mで平安末期～鎌倉の東西溝、溝

の底部から杭検出（土師器、灰釉陶器、瓦器)。

-0.8m以下、暗オリーブ色粗砂混礫の地山。

-1.2mで平安の包含層（土師器、灰釉陶器ル

-1.5m以下、褐灰色．にぶい褐色砂礫の地山。

-0.3mで中世の包含層。

NQ1 -0.39mで時期不明の包含層。NQ7

〆

-0.75mで鎌倉の包含層。No8;-0.41mで江戸

の包含層。NO12;-0．3mで時期不明の包含層。

NQ15 -0.44mで平安前期の包含層。NQ16

-0.5mで平安中期の包含層。NQ19;-0.43mで

平安の包含層。

-0.4mで耕作土。

-0.2mで包含層（土師器、須恵器)。

掘削工事なし。

-0.28mまで現代盛土。

-0.25mで平安前期の包含層（土師器、軒丸瓦)。

-0.5mまで現代盛土。

-0.95mでオリーブ色砂泥の地山。

-1.6m以下、にぶい黄褐色砂泥の地山。

-0.67mで鎌倉～室町の包含層（土師器)。

-0.26mまで耕作土、以下は砂・礫の氾濫堆積。

HROO4

一

HR294

HR288

HR102

HR121

HR225

HRO63

HR287

HR207

HR173

HRO60

HR205

HR154

HR176

HR239

３
３
３
３
２

１

１
１
１
１

12

13

13

13

13

13

12

12

12

12

遺跡名 所在地 調査日 調査概要 調査NQ 図版

北野遺跡

北野遺跡

北野遺跡．

北野廃寺

北野遺跡．

北野廃寺

西北町遣跡

尊重寺跡

尊重寺跡

世尊寺跡

世尊寺跡

本満寺の構え跡

相国寺旧境内

鞍馬山経塚群

聖謹院長谷殿跡

岩倉忠在地遺跡

船山須恵器窯跡

北・平野宮本町33,44,45

北・平野宮本町69

北・北野東紅梅町～上白梅町地先

北・北野紅梅町87

北・紫竹西北町1-3待鳳小学校

上・五辻通千本東入西五辻東町47

上・五辻通浄福寺西入一色町18

上・智恵光院通上立売下る紋屋町～伊佐町

地先

上・上立売通大宮西入硯屋町282

上・今出川通小川東入南兼康町337

上・上御霊馬場町366-1の一部

左・鞍馬本町587

左・岩倉長谷町

左・岩倉大鷺町145-3

北・西賀茂今原町2-1

8/26.27

9/30,10/1.2.5.6

5/26~28,6/1～10

9/11,10/2･6

9/25,10/5

7/16.17

9/3．4．8

7/22～9/14

8/31~9/3･8･10.14

5/6.7.12.15

9/18.21.29

10/26～30,12/10

5/11～13,6/18.

22.30,7/2･3,10

/26,11/2,12/16

10/5.6.8.9.12

9/16～18.21

-0.87m以下、明黄褐色粘土の地山。

-0.77m以下、浅黄榿色砂礫の地山。

-1.4mまで攪乱。
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ユ
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恥
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2;+0.15m以下､平安～室町の包含層。-0.65

m以下、黄褐色砂泥層の地山。

-0.75mまで撹乱。

-0.45mで整地層、-0.58mで平安後期の包含層

(土師器、須恵器、白磁)｡-0.93m以下、褐色

砂泥の地山。

-1.04mまで近世の整地層。

NQ1;-0.3m以下、路面、整地層。NQ2;-1.2

m以下、褐色砂泥の地山。No5 -0.55m以下

で鎌倉の整地層。NQ10;-0.3mで近世の包含層。

-1.2m以下、近世以降の包含層。

-1.75m以下、褐色砂礫の地山。

-0.47mで暗褐色砂礫の地山を切って室町の整

地層（土師器)。

+2.3mで室町の包含層。

No1;-0.1m以下、燈色砂泥・砂礫の地山。Nq

2；-0.7m以下、明黄褐色砂礫の地山。NQ4；

-0.8m以下、黄褐色砂礫の地山。

NQ1;-0.85mで弥生の包含層、-0.95m以下、

にぶい黄褐色砂泥の地山。

~1.5m以下、黄褐色粘土の地山。

RH188

RH226

RHO65

RH206

RH221

RH141

RH201

RH155

RH193

RHO32

RH214

RH227

RHO44

RH228

RH210

３
３
３
３
１
１
１
１
１
２
２
１
４
３
２

－
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
－

５
５
５
５
６
５
５
５
５
５
５
４
４
４
６

１
１
１

１

１
１

１
１

１
１
１

１
１

１

１



太泰地区(UZ)

北白川地区(KS)
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遺跡名 所在地 調査日 調査概要 調査NQ 図版

清凉寺境内

円乗寺跡

花園宮ノ上町遺跡

村ノ内町遺跡・

常盤東/町古墳群．

仁和寺院家跡

村ノ内町遺跡．

仁和寺院家跡

上ノ段町遺跡

和泉式部町遺跡

御所ノ内町遺跡

隣接地

多薮町遺跡

西野町遺跡

井戸ヶ尻遺跡

右・嵯峨大覚寺門前井頭町他地内

右・御室大内35-2

右・花園段ノ岡町～谷口円成寺町地先

右・常盤東ノ町6-11

右・常盤東ノ町6-5,26-7

右・嵯峨野有栖川町1

右・太秦森ケ西町17-9,20-1,21-152,36,40

国有地

右・嵯峨野秋街道町1-1

右・太秦多薮町14-109･268.269･277.279

右・嵯峨野千代ノ道町

右・太秦井戸ヶ尻町～太秦森ヶ前町地先

11/9～24,12/1．

8～17

11/24

7/31,8/10～12.

18～20.24～31,

9/1.2.8.9,10/8

5/6．18

7/28.29

7/31,8/3．4

6/29.30,7/1～3

4/23.24.27

6/25.26.29

8/28

6/10～7/2

-0.49mで包含層（土師器)｡-0.9m以下、にぶ

い褐色粘土の地山。

-0.5m以下、黄榿色砂泥の地山。

N02･3･5･6;-0．4～0.6mで平安の包含

層。-1.4mで暗黄褐色粘土の地山。

-0.7m以下、中世～江戸の句含層、-1.0m以下、

褐色砂礫の地山。1976年発掘調査地点。

Nul;+0.05m以下でにぶい赤褐色砂泥の地山‘

No2;+0.04m以下で古墳～中世の包含層（土

師器)、+0.12mで包含層を切って、時期不明

の溝状遺構。-0.2m以下、にぶい赤褐色微砂層

の地山。

-0.2mで時期不明の包含層（土師器)、-0.85m

以下、褐色砂泥の地山。

NQ1;-1.34mで古墳の包含層。-1.94m以下、

明黄褐色粘土の地山。NQ2;-1.45mで古墳の

包含層。NQ3;-1.3mで地山を切って古墳期の

竪穴住居の一部を検出（土師器)。規模は幅4.3

m以上・深さ0.29m･周溝の底部幅0.3m残存。

平面の形状は不明。

-1.6mで平安～中世の包含層。-1.9m以下、明

褐色砂泥の地山。

NO1;-0.17mで包含層。-0.57mで整地層。-0.

87m以下、明黄褐色砂泥の地山。NQ2;-0.36

mで平安の包含層（土師器、緑釉陶器)。

-0.05mまで現代盛土。

NQ2．9．10;-0.22～0.7m以下、明黄褐色

粘土の地山。

UZ273

UZ285

UZ164

UZO37

UZ157

UZ163

UZ118

UZO24

UZ113

UZ189

UZO91

15－3

17

17

17

17

16-5

17

16-5

16-5

16-5

17

遺跡名 所在地 調査日 調査概要 調査NQ 図版

追分町古墳群

京都大学構内

弥生遺跡．

白河街区跡

京都大学

北部構内遺跡

京都大学西部

構内遺跡

白河街区跡

白河街区跡

白河街区跡

左・北白川久保田町地内

左・吉田近衛町26-70.71

左・北白川追分町4

左・吉田牛ノ宮町8

左・聖護院西町1-7

左・新車屋町通二条下る新車屋町～新富小

路通仁王門下る讃洲寺町地先

左・吉田下大路町19

10/13.14.22.26

~28･30,11/5

5/8

7/30～8/1

7/21～24

6/2～4

7/21～30,8/4･

10.17.19.25

9/4～10.18

7/29～31

NQ1;-1.0mで流れ堆積、-1.3mで腐植土層。

NQ2．4;-0.5m以下、流れ堆積。

NQ1;-0.65m以下、包含層3(土師器)｡NQ2;

-0.49mで室町の包含層、-0.67mで中世の土擴。

-0.9m以下、黄褐色粗砂の地山。

縄文の包含層を検出。縄文中期～弥生前期の遺

物が出土。本文27ページ。

-1.65mで平安後期～鎌倉の砂と泥砂の互層に

よる版築（土師器、瓦器、白磁、瓦)。-2.0m

以下、黄褐色砂礫の地山。

-0.2m以下、江戸の包含層。

No6;-0.15m以下､近世の流れ堆積。

NQ1;-0.29mで江戸の包含層、-0.69mで鎌

倉・室町の落込、-0.94m以下、白川砂｡NQ2；

-0.7mで鎌倉の落込、土擴、-0.7m以下、白川

砂。NQ3;-0.46mで鎌倉の包含層、-0.54m以

下、白川砂。

KS237

KSO43

KS161

KS150

KSO84

KS152

KS158

８
８
８
８
８
８
８

１

１

１

１

１
１

１



南・桂地区(MK)

洛東地区(RT)
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遺跡名 所在地 調査日 調査概要 調査NQ 図版

白河街区跡

岡崎遺跡．

法勝寺跡

白河北殿跡

白河北殿跡

隣接地

得長寿院跡

左・聖護院東町16-10

左・岡崎法勝寺町岡崎公園

左・東丸太町26-2

左・東丸太町17

左・岡崎徳成町29-13

10/20.22.26

11/4．9

11/12

8/24～26,9/4

11/16

-0.4mで平安末期～鎌倉の包含層。-0.5m以下、

にぶい黄榿色微砂の地山。

-0.38m以下､粗砂層

-0.3mまで現代盛土。

-0.67m以下、砂礫層。

-0.47mまで現代盛土。

KS246

KS265

KS278

KS185

KS283

18

18

18

18

18

遺跡名 所在地 調査日 調査概要 調査NQ 図版

上久世遺跡．

上久世城跡

中久世遺跡

中久世遺跡

中久世遺跡

大藪遺跡

革嶋館跡

福西古墳群

上里北ノ町遺跡

南・久世上久世町454久世西小学校

南・久世中久世町四丁目73-2

南・久世中久世町五丁目14

南・久世殿城町447-1

南・久世大藪町189-2,190-2

西・川島玉頭町21-2

西・大枝中山町～大枝東新林町二丁目

西・大原野上里北ノ町他

10/27

6/11.12

9/2～4．7

9/21.25.29.30,

10/2．5．6

9/16

9/16～18.28～30,

10/2･5･6･8･9

6/10

4/1～11/24

-0.8mまで現代盛土。

-0.85mで弥生の包含層。-0.95m以下、黄褐色

粘土の地山。

Nol;-1.3mで弥生～古墳の流路の西肩｡-1.58

m以下、明黄褐色粘土の地山。NO2；

-1.85mで流路。-2.7m以下、灰色砂礫の地山。

NQ1;-1.11mで古墳の包含層。-1.22mで明黄

褐色砂泥層の地山。NO2;-0.33m以下、包含

層。-0.73m以下、黄色粘土の地山。

-0.42mまで現代盛土・耕作土。

NQ1;-0.13mで江戸の土塘。-0.6m以下、褐

色砂泥の地山。NO2;-0.1mで中世の土塘。NQ

4；-0.7m以下、黄褐色砂泥の地山を切って室

町の落込。

-1.6mまで現代盛土。

-0.25m以下、粘土・砂泥の地山。

MK255

MKO94

MK200

MK216

３
２
１
１
２
２
Ｋ
Ｋ
Ｍ
Ｍ

３
３
９
０
０
０
Ｋ
Ｋ
Ｍ
Ｍ

19-4

20-1

20-1

20-1

20-1

19-2

16－4

19－5

遺跡名 所在地 調査日 調査概要 調査NQ 図版

将軍塚古墳群

法観寺旧境内

法観寺旧境内

法住寺殿跡．

六波羅政庁跡

法住寺殿跡．

六波羅政庁跡

六波羅政庁跡

法住寺殿跡

法性寺跡

法性寺跡

安祥寺下寺跡

安朱遺跡

左義長町遺跡．

山科本願寺跡

左義長町遺跡．

山科本願寺跡

東・粟田口粟田山南町1

東・八坂上町385-7

東・八坂上町373-1

東・正面通，本町通～大和大路通地内

東・茶屋町他地内

東・池殿町214-2

東・新瓦町西組625-2

東・本町十五丁目807

東・本町十九丁目391-1

山・御陵平林町地内

山・上野御所ノ内町10-4

山・西野左義長町15-1～3

山・西野左義長町地内

6/3～5．8．15

5／12～15.19

～22．25

7/13.14

4/30,5/7･8

6/1～26

6/29.30,7/1～

3.7.13.14

8/31,9/1

7/29

8/18.19

8/17,10/1

6/30,7/14～24

9/1．8

12/16.17.21.

22．24

-0.25mで岩盤。

NQ3;-1.05mで平安後期の包含層（土師器，

須恵器)、飛烏の瓦を含む。-1.2m以下、黄褐

色粘土の地山。No6;-1.9mで黄褐色粘土の地

山を切って小穴。

NQ1;-0.3m以下、黄燈色粗砂混礫の地山。NQ

2;-0.48mで江戸の包含層。以下、明黄褐色

粗砂の地山。

-0.7m以下、灰白色粘土の地山。

N08･9;-1.27～1.35mで室町の湿地堆積(土

師器、軒丸瓦)。

-0.54m以下、にぶい黄褐角砂の地山。

平安末期の東西溝、南北溝検出。本文36ページ。

-1.4mで包含層（土師器)。

-0.35mまで現代盛土。

-0.54mまで現代盛土。

NQ1；-0.5mで整地層。-0.9m以下、にぶい榿

色細砂層の地山。NQ2;-0.65mで整地層。

-0.9m以下、灰黄褐色砂礫層の地山。

-0.68mまで耕作土。

-0.3m以下、暗褐色粘土の地山。

RTO86

RTO47

RT138

RTO25

RTO76

RT119

RT194

RT159

RT178

RT177

RT120

RT196

RT313

20-3

20-4

20-4

22

22

22

22

23-1

23-1

20-5

20-5

21-1

21-1



烏羽地区(TB)

伏見・醍醐地区(FD)

－59－

遺跡名 所在地 調査日 調査概要 調査NQ 図版

大塚遺跡

中臣遣跡

中臣遺跡

中臣遺跡

中臣遺跡

中臣遺跡

中臣遺跡

中臣遺跡

中臣遺跡

中臣遺跡

中臣遺跡

中臣遺跡

中臣遺跡

大宅廃寺

大宅遺跡

山・小山中川町13-4の一部

山・東野森野町23-61.64

山・椥辻番所ケロ町38-14

山・勧修寺東栗栖野町4-6の一部1号地

４
４
１
１
－
－
８
８
１
１
町
町
野
野
栖
栖
栗
栗
東
東
寺
寺
修
修
勧
勧
山
山

山・勧修寺東栗栖野町51-4.8

山・勧修寺東栗栖野町10他4筆

山．東野森野町1-20

山・勧修寺西栗栖野町236-1

山・栗栖野華ノ木町6-8

山・椥辻番所ケロ町37-6.7

山・勧修寺東栗栖野町4-6の一部3号地

山・大宅鳥井脇町10の一部

山・大宅山田8-1,7-1の一部,9の一部,10

の一部,14の一部

10/27.28

5/8

5/12

5/27

6/26

6/26

7/14

7/9.22～24

7/21

8/7

8/21･25,9/1

9/7

5/27

7/16.21

9/3

-1.0mで包含層（土師器)。

-0.3mまで現代盛土。

-0.2mまで現代盛土。

-0.15mまで現代盛土。

-0.3mまで現代盛土。

-0.4mまで現代盛土。

-0.1m以下、黄褐色粘土の地山。

-0.2m以下、黄褐色シルトの地山。

-0.4mまで現代盛土。

-0.15m以下、礫・シルトの地山。

巡回時、工事終了

-0.15mまで現代盛土。

-0.15mまで現代盛土。

-0.4mまで現代盛土。

+0.18m以下、黄燈色粘土の地山。

RT253

RTO42

RTO45

RTO69

RT115

RT116

RT127

RT134

RT151

RT172

RT182

RT204

RT202

RT142

RT202

４
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
６
６
６

－
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２

遺跡名 所在地 調査日 調査概要 調査NQ 図版

下三栖遺跡隣接地

吉祥院竹尻城跡

深草遺跡

鳥羽離宮跡

鳥羽離宮跡

鳥羽離宮跡

烏羽離宮跡

鳥羽離宮跡

鳥羽離宮跡

鳥羽離宮跡

鳥羽離宮跡

鳥羽離宮跡

鳥羽離宮跡

鳥羽遺跡.

鳥羽離宮跡

鳥羽遺跡．

鳥羽離宮跡

伏・横大路三栖山城屋敷町

南・吉祥院西ノ内町46-1の一部

伏・深草西浦町三丁目～深草西浦町六丁目

地先

伏・竹田内畑町112-8.10の一部3区画

伏・中島前山町159

伏・竹田真幡木町33-1

６
３
３
－
町
１
木
町
幡
道
真
中
田
島
竹
中
伏
伏

伏・竹田真幡木町171

伏・竹田青池町～竹田真幡木町地先

伏・中島秋山町121

伏・竹田桶ノ井町75,76

伏．竹田田中宮町45

伏・中島鳥羽離宮町2

伏・中島堀端町72

6/5,7/21～30,8／

3～5.8.26,9/10

12/10

11/12.13.16.26.

27.30,12/8．15

4/2.7.13

5/7

5/21

6/1

6/15.17.22.29,

7/1

10/7･8

11/4.5.26,

12/9.10.16

12/7.8

12/10

12/21.22

5/6～8.12

5/28

Nol;-1.26m以下、湿地堆積（土師器、須恵

器、木片)｡NO2;-4.0m以下、流れ堆積。

-0.3mまで現代盛土。

Nol;-0.92m以下、暗灰黄色微砂の地山。Nq

3;-0.95m以下、木片を多量に含む腐植土層。

巡回時、工事終了

巡画時､工事終了
-0.24mまで現代盛土。

-0.3mまで耕作土。

-0.8mまで耕作土。

+0.6mまで耕作土。

近世以降の耕作土。

-1.4m以下、池状堆積。

-0.25mまで現代盛土。

-0.69mで平安末期の包含層（土師器)。東隣接

地は、鳥羽離宮跡127次調査地。

-1.92m以下、鎌倉の湿地堆積（木簡)｡-2.99

m以下、流れ堆積。

掘削工事なし。

TBO87

TB300

TB279

TBOO5

TBO40

TBO56

TBO75

TBO99

TB233

TB266

TB297

TB302

TB318

TBO34

TBO71

23-2

25-3

25-2

24

24

24

24

24

24

24

24

24

24

24

24

遺跡名 所在地 調査日 調査概要 調査NQ 図版

小野廃寺

法界寺旧境内

伏見城跡

伏見城跡

伏見城跡

伏見城跡

伏見城跡

伏・醍醐大高町3-7

伏・日野西大道町地先

伏・桃山羽柴長吉中町37の一部

伏・京橋町308,327-6,山崎町371-6

伏・桃山町本多上野地先

伏・周防町331-9.10

伏・桃山長岡越中南町地内

6/1,7/14

6/10～7/21,9/3

10/7.8

5/12

5/21.25～27,

6/1～5.9.10

6/11

8/24.26.31,9/1～4

巡回時、工事終了。

-0.46m以下、明黄褐色砂泥の地山。

-0.24m以下、明赤褐色砂泥の地山。

-0.5mまで現代盛土。

-0.25m以下、路面5｡-0.79m以下、明褐色砂

泥の地山。

-0.2mまで現代盛土。

NO3;-0.24mで包含層（瓦)、-0.34mで地山

を切って時期不明の土擴（瓦)｡NQ4;-0.4m

で桃山の包含層（土師器)、-1.1m以下、黄榿

色泥砂の地山。

FDO77

FDO92

FD232

FDO48

FDO57

FDO95

FD186

25－4

23－3

26

26

27

26

26



遺跡名

伏見城跡

伏見城跡

伏見城跡

伏見城跡

伏見城跡

伏見城跡

伏見城跡

伏見城跡

金森出雲遺跡・

御香宮廃寺．

伏見城跡

指月城跡．

伏見城跡

向島城跡

所在地

伏・上油掛町45-1

伏・紺屋町185,187,196-3

伏・筒井伊賀東町17

伏・桃山町松平筑前1-1他

伏・京町九丁目40

伏・讃岐町164-1,166-1

伏・桃山町本多上野78-4,80-3

伏・深草大亀谷万帖敷町131-4

伏・桃山町金森出雲3-3

伏・桃山町立売～泰長老地先

伏・向島庚申町62-17

長岡京地区(NG)

遺跡名

左京北辺二坊九町

中久世遺跡

左 京 北辺

三坊十六町．

大藪遺跡

左京四条四坊二町

左京七条四坊四町

所在地

南・久世殿城町181,182,184～186

南・久世大薮町289

伏・羽束師菱川町

伏・淀樋爪町437-1.3

調査日

8/31,9/3.4.7～9

10/5.6.8

10/19.20

10/19

11/2･5･18･19

11/12.13.16

12/3．4

12/15.16

6/3～5．8

5/13.19.26,6／

10～16.23～30,

7/1．2

5/27

調査日

5/13.15.19

7/1．6

10/19.20.22

10/12

-60-

調査概要

Nol;-2.0m以下、包含層（須恵器)｡NQ2;

-1.77m以下、江戸以降の包含層。

No1;+0.1mで時期不明の石垣の一部。-0.59

m以下、榿色泥砂の地山。No2;±0mで江戸

の包含層、-0.3mでオリーブ色砂泥の地山を切

って江戸の南北溝。

-0.25m以下、黄褐色砂泥混砂礫の地山。

-3.0mまで現代盛土。1986年度発掘調査地。

-0.45m以下、榿色砂泥層の地山。

+0.5mで包含層（土師器)。

-0.72m以下、にぶい褐色粗砂の地山。。1997

年試掘調査地。

+0.05m以下、時期不明の路面。

NO1;-0.36mで整地層。-0.95m以下、榿色砂

礫の地山。NO2;-0.89mで桃山の包含層（土

師器、瓦)｡-1.09m以下、明黄褐色砂泥の地山。

現代盛土以下、明黄褐色砂泥・粗砂、黄褐色砂

泥の地山。

-0.86m以下、明黄褐色粗砂。

調査概要

-0.84mで包含層（須恵器)｡-1.2m以下、流れ

堆積。

-0.15mまで現代盛土。

-1.06m以下、湿地堆積。

+1.5mまで現代盛土。

調査NQ

FD195

FD229

FD238

FD243

FD261

FD277

FD290

FD309

FDO78

FDO49

FDO68

調査NQ

NGO50

NG122

NG245

NG236

図版

26

26

26

26

26

26

27

27

26

26

25ー 5

図版

20-1

20-1

28

25-1



報告書抄録

－61－

ふりがな きようとしないいせきたちあいちようさがいほう

書 名 京都市内遺跡立会調査概報平成10年度

副書名

巻次

シリーズ名

シリーズ番号

編著者名 加納敬二、近藤章子、菅田薫、能芝勉、端美和子、尾藤徳行、丸川義広、吉村正親、吉本健吾、竜子正彦

編集機関 助京都市埋蔵文化財研究所

所在地 〒602-8435京都市上京区今出川通大宮東入元伊佐町265-1TELO75-415-0521

発行機関 京都市文化市民局
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所収遺跡名 所在地

コード

市町村 遺跡番号

北緯 東緯 調査期間
調査面積

m2

調査原因

邸
宮
麩
跡

あん

安
かん

官
ﾛ』う

政

恥
平
だ
太

あと

跡
・
暉
坊

ぽう

坊

塑
泉
し
四
し
四

あん

安
きよういちじよう

京一条
Cよう

条

恥
平
さ
左
に
二

へいあん靴うあと

平安京跡
さ鮎ぅどじょう

左京五条
にぽうはっ靴う

こ坊八町

へいあん艶うあとさ＠ようご

平安京跡左京五
Uようさんぽうはっ鮎う・

条三坊八町．
からすまあ”こうじいせき

烏丸綾小路遺跡

gようとふ＠ようとしかみgよう<

京都府京都市上京区
せんぼんおりにじようさがる”しいる

千本通二条下る東入
しゅぜいらよう

聿税町

助うとふ助うとしかみ『よう<

京都府京都市上京区
帥うとぎょえん

京都御苑

鋤うとふ9ようとししもぬう<

京都府京都市下京区
いわがみ出りしU8うさがるさたけ

岩上通四条下る佐竹
鋤う

町

趣うとふぃうとししも晩うぐ

京都府京都市下京区
むろ忠ち齢りしいうさがる臆bとり

室町通四条下る鶏
ぼこ靴う

鉾町

26100

26100

26100

26100

35度0分49秒

35度0分42秒

34度59分59秒

35度0分0秒

135度44扮秒

－－－－－－一一一一－一一一一一口

135度45分55秒

一一一一■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■ー＝

135度45分13秒

一一一一一一一一ー一一一ー一。■■ーー

135度45分37秒

1998.1.19～

21

I■■一一■■■一一一一一q■■ー一一一一一■■

1998．1．16～

3．6

■■■一■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■ーーq■■

1998.3.10～

5．14

ｰー■■■一一一一ー■■■一一ー■■■ーーq■■I■■

1998．8．3～

9．4

住宅

苑地整備・電

力・

布設

給排水管

マンション

校舎

所収遺跡名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

平安宮太政官跡

平安京跡

左京一条四坊．

二条四坊

Pー■■■ーーーー■■■■■■■■■■■■■■■■■■ーー■■■■■■■■■■■■q■■

平安京跡

左京五条

二坊八町

平安京跡

左京五条

三坊八町．

烏丸綾小路遺跡

都城

都城

都城

都城・集落

平安後期

近世

平安末期～室町

弥生中期

溝

遺物包含層

濠状遺構

自然流路

土器類・瓦

陶器

土器類

土器類

■■■■■一一一一一一一ーーー■■■ー■■■■■■一一■■■ー■■■一一ー■■■■■■■■■ーーーーーーー

ー■■■■■■■■■一一■■■■■■■■■■■■ー■■■ー■■■■■■ーー■■■■■■■■■■■■ーーーーーーーーー一一一一

■■■■■一一一一ー－－－－－－ｰー－－－－－－－－－－－一一一一一一一ー4
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副書名

巻次

シリーズ名

シリーズ番号
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発行年月日 西暦1998年3月31日

所収遺跡名 所在地

コード

市町村 遺跡番号

北緯 東緯 調査期間
調査面積

m8
調査原因

へいあんQようあと

平安、京跡
う恥ういちpよう

右京一条
にぽうじoうどら』う

こ坊十五町

DⅡ■■q■■q■■q■■－■■■一一一一一一－－－－－－1■■

へ いあん＠ようあと

平安京跡
う帥うしじよう

右京四条
にぽうじりうさんちよう

二坊十三町

とだいがくほくぷ

都大学北部
ないいせき

内遺跡

塑
皐
画
構

おかざきいせさ。

岡崎遺跡
えんいうじあと

延勝寺跡

〈

区

－－－■

〈

区

靴うとふ＠ようとしなか＃よう

京都府京都市中京
にしの＃ようなかほらよう

西ノ京中保町

一一一一一一一■■■ー■■■■■■■■■U■■ー■■■■■■■■■■■■一一ー

鮎 うとふ鋤うとしう＠Aう

京都府京都市右京
さいいん”しUo八ないん鮎う

西院東淳和院町

趣うとふ趣うとしさ§ようく

京都府京都市左京区
きたしらかわおいわけもよう

北白川追分町

鮎うとふ9ようとしさ＠ようく

京都府京都市左京区
おかざきせいしょうじ鼬う

岡崎成勝寺町

26100

26100

26100

26100

35度1分4秒

35度0分36秒

35度1分32秒

35度0分37秒

135度44分0秒

一一一■■■一一一■■■一一ー一ー一一一ー

135度44分43秒

■■■ーーーー■■■■■■ー■■■ー■■■■■■■■■ーーー■■

135度47分13秒

■■■ーー■■■一一一■■■ーーーーーーーー■■

135度46分59秒

1998．6．8～

16

一一q■■。■■。■■－4■■ー一一一一一一ーーー

1998.3.25～

4．13

Ⅱ■■■■■ーー■■■ー■■■一一一一一一ーー■■■。■■

1998.7.30～

8．1

ーー■■■■■■ー■■■ー■■■■■■一一一一ー■■■■■■1■■

1997.5.20~

1998．4．15

マンション

■一一一一一一一一一一一一一ーー－1

店舗

□一一一ー一一一一一一一一一一一I■■■

マンション

橋梁架替

所収遺跡名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

平安京跡

右京一条

二坊十五町

平安京跡

右京四条

二坊十三町

京都大学

北部構内遺跡

都城

都城

■■■■■■■■■■■■■■■■■ー■■■■■■■■■■■■■■■ー■■■■■

散布地

平安

一一一■■■■■■■■■■■■■■■－■■■一一一一一一一ー－－－－－－1

平安

縄文～弥生

濠状遺構・井戸

溝

遺物包含層

土器類

土器類

土器類・石器

＝ー－－－－－－－－日■■－－－ーーーー●■■一一一ー一一一一一一一一ーロ■■一

岡崎遺跡．

延勝寺跡

集落・寺院 弥生～古墳 流路 土器類・瓦



_一二戸~

、蝋

、

－63－

ふりがな きようとしないいせきたちあいちようさがいほう

書 名 京都市内遺跡立会調査概報平成10年度

副書名

巻次

シリーズ名

シリーズ番号

編著者名 加納敬二、近藤章子、菅田薫、能芝勉、端美和子、尾藤徳行、丸川義広、吉村正親、吉本健吾、竜子正彦

編集機関 肋京都市埋蔵文化財研究所

所在地 〒602-8435京都市上京区今出川通大宮東入元伊佐町265-1TELO75-415-0521

発行機関 京都市文化市民局

所在地 〒604-0925京都市中京区寺町通御池上る上本能寺前町488TELO75-222-3108

発行年月日 西暦1998年3月31日

所収遺跡名 所在地

コード

市町村 遺跡番号

北緯 東緯 調査期間
調査面積

m2
調査原因

ほうUりうじどのあと

法住寺殿跡

麓いごはいじ

醍醐廃寺

珪
跡
岬
条
恥
町

ながおか8よう

長岡京
う助ういち

右京一
しぼうUOうよん

四坊十四

艶うとふ助うとし”しやまく

京都府京都市東山区
しんかbら鼬う

新瓦町

＠ようとふ帥うとしふしみ<

京都府京都市伏見区
だいごにしおおじ靴うからきたにし

醍醐西大路町～北西
うららよう

裏町

趣うとふ&ようとしにしきよう<

京都府京都市西京区
おおはらのいわみ靴う

大原野石見町

26100

26100

26100

34度59分0秒

34度56分46秒

34度56分40秒

135度46分28秒

－ーー一一一一一一一一■■■■■■ーーー■■

135度48分56秒

ーー一一－－－－ー一一－一ー－－－

135度40分55秒

一一一一一一一一－一一一一一一一一

1998．8．31～

9．1

Ⅱ■■一一一一一一ー一一一一ーー一一I■■

1997.10.14～

1998．2．23

■■ローーーーーー一一一一一一一一一■■

1997．4．14～

1998．3．31

＝一一一ｰ一ー一一一一一一一一ーI■■

住宅

■q■■■■■■■■■■■ーー■■■ー■■■■■■■■■■■■■■■ー■■■■■■

ガス管撤去．

新設、水道管

新設

■一一一一一一一一一一一－一一一一

公共下水道

■I■■■■■ー■■■■■■ー■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■q

所収遺跡名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

法住寺殿跡

醍醐廃寺

長岡京跡

右京一条

四坊十四町

寺院

寺院

都城

平安中期～鎌倉

飛鳥～奈良・中世

弥生～室町

溝

遺物包含層

遺物包含層

土器類

瓦

土器類

＝■■■－■■■■■■一一q■■一一一一一一一一－－－－－－－－－－－ー一一一一一一

■■q■■一一一一一q■■一一一－一一一一一一一一一一一一■■■一一一一一■■■一一■■■

＝ー－ｰー－ー一一一一一一一－一一一一一q■■b一一一■■■一一■■■ーーー■■■ーー
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凡例

○……･1997年度立会調査地点●-1998年度立会調査地点
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図版31
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図版34
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図版37
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図版40
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図版41
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図版42
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図版43
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図版45
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